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まえがき

本冊子は、皆さんが歯学部口腔保健学科口腔保健工学専攻の授業を受けるうえで、知

っておいていただきたい事項をまとめたものです。本専攻での履修を円滑かつ充実した

ものにするため、内容を理解し、活用するようにしてください。

なお、教育要項（シラバス）は電子化され冊子体は配布致しませんので、教育内容に

関する情報はインターネットを利用して本学ホームページから入手してください。各科

目のシラバスおよび授業スケジュールは教育支援システム（ドリームキャンパス）に、

それぞれアクセスして参照してください。また、授業に関するお知らせや資料等も随時

e-learning システムの WebClass に掲載されますので、日々のチェックを心掛けるよう

お願いします。

平成 30 年 4 月 

歯学部口腔保健学科教育委員会



基本理念、教育理念、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー等

●基本理念

「知と癒しの匠を創造し、人々の幸福に貢献する」

 学問と教育の聖地、湯島・昌平坂に建つ本学は、医療系総合大学として「知と癒しの匠」 
を創造し、東京のこの地から世界へと翼を広げ、人々の健康と社会の福祉に貢献します。

・教育について

 幅広い教養と豊かな人間性、高い倫理観、自ら考え解決する創造性と開拓力、国際性と指

導力を備えた人材を育成します。

・研究について

 さまざまな学問領域の英知を結集して、時代に先駆ける研究を推し進め、その成果を広く

社会に還元します。

・医療について

 心と身体を癒す質の高い医療を、地域に提供するとともに、国内さらに世界へと広めて

いきます。

この理念に基づき、本学の全構成員がそれぞれの役割を自覚し、自らの使命を果たします。

●教育理念

１．幅広い教養と豊かな感性を備えた人間性の涵養を目指す

病める人と向き合う医療人は、患者の痛みが分かり、そして患者を取り巻く様々な状況

をも理解しなければなりません。それには豊かな教養と人間への深い洞察力、高い倫理観

 と説明能力を備えなければなりません。

２．自己問題提起、自己問題解決型の創造力豊かな人間を養成する

学業あるいは研究に当たっては、何事も鵜呑みにすることなく、疑問を投げかけ、種々の

情報を収集、解析し、自ら解決する能力が求められます。そうしてはじめて、独創的な

 研究を推進できる人材が育まれます。

３．国際感覚と国際競争力に優れる人材を養成する

研究成果が即座に世界に伝播する現代において、医療の分野でもその情報と時間の共有化

が益々進んでいます。このような状況の中で、立ち遅れない、むしろ最先端を行く人材

の養成に努めます。そのために海外教育研究拠点、海外国際交流協定校への派遣を積極的に

推進します。



歯学部口腔保健学科

●教育理念

 温かく豊かな人間性を有し、口腔保健・福祉の立場から、人々の健康で幸せな生活の実現

のため、専門的知識および技術をもって広く社会貢献し、指導的役割を果たすことのできる

人材を育成します。

●教育目標

 〈口腔保健工学専攻〉

１．生命の尊厳と基本的な科学原理・概念を理解し、生命科学の知識を修得する。

２．深い人間理解と医療人としての高い倫理観、豊かな感性を身につける。

３．社会における口腔保健・福祉の果たす役割とその重要性を理解する。

４．ＱＯＬの向上に関わるものつくりの専門家として、自らの高度な知識と技術を社会に還元

する意欲を養う。

５．科学的探究心と問題解決能力を身につけ、生涯学習への意欲を培う。

６．保健・医療・福祉等の関連職種と連携して活動できる能力を身につける。

７．口腔保健の立場から国際貢献ができる能力を修得する。

◆ディプロマ・ポリシー

 歯学部口腔保健学科では、教養部および各専攻における、基礎から臨床、実践に統合する

体系的学習を行い、進級要件（東京医科歯科大学全学共通科目履修規則及び東京医科歯科大

学専門科目履修規則）を満たし、卒業までに、所定の単位を修得し、以下の要件を満たして

いる者に学位を授与する。

１．幅広い教養と豊かな感性

 全学共通科目から専門の臨床・臨地実習に至る全教育課程を通して、口腔保健・医療・福

祉領域の専門職に必要とされる幅広い教養ならびに人々の心情と行動を理解できる豊かな感

性と高い倫理観を身につけている。

２．問題提起、解決能力

 口腔保健・医療の急速な進歩ならびに口腔保健・医療・福祉への多様なニーズに対応でき

るよう、科学的根拠に基づいた論理的思考力と、主体的に問題を提起、解決する能力を有し

ている。

３．国際性

 口腔保健・医療・福祉分野における国際貢献への高い関心を有し、国際活動・協力を実践

するための基礎力を備えている。

 歯科衛生および歯科技工の領域において指導的役割を担えるよう、専門職としての高度な

知識と技能を有していることが求められる。また、近年は関連他職種と連携した口腔保健の

実践が求められており、チームとしての保健・医療・福祉活動に専門職として参加できる基

礎力を修得していることが必須である。



◆カリキュラム・ポリシー

〈口腔保健工学専攻〉

 東京医科歯科大学の教育理念、および歯学部口腔保健学科の教育理念に基づき、口腔保健

工学専攻の教育目標をふまえて、ディプロマ・ポリシーを実現するためのカリキュラムの策

定方針を以下のとおり定める。

１．全学共通科目の人文・社会科学、専門科目の医療倫理、コミュニケーション学、

PBL テュートリアルで行うヘルスプロモーション等の履修をとおして、歯科医療人とし

ての倫理観ならびにコミュニケーション能力を育てる。

２．全学共通科目の自然科学、専門課程の基礎歯科医学を学び、さらに統合力を必要とする

卒業研究、再建工学包括臨床実習等の履修をとおして、学際的科学的視点と問題提起、解

決能力を育成する。

３．歯科医療の進歩に応じた歯科技工に関する知識と技術を基礎から応用まで段階的に学ぶ

ことにより、最新の情報工学を駆使した歯科補綴装置作成の理論と実際への理解を深め、

新たな技術開発への基礎力を培う。

４．高齢者歯科工学等の履修をとおして、疾患により失われた機能回復を促し、患者の QOL
向上に寄与できる能力を育成するとともに、人々の健康を支援する使命感を養う。

５．全学共通科目の外国語、専門科目の科学英語、グローバル口腔保健工学実習等の履修に

より、国際協力に関心をもち、海外の文化、社会への理解を深め、国際貢献への姿勢と能

力を培う。



歯学部長あいさつ

歯学部長　興地　隆史

口腔保健学科口1割呆健工学専攻では、 「造形と製作力日工の技術を科学的に裏付けされた匠の技として発展さ

せ、 人々の健康に寄与するjことを謡っています。 日目釘呆健工学専攻は、 平成23年4月に歯学部附属歯科技

工土学校を改組して新設されました。新日制tの歯科技工土の未来を拓く、 世界のリ ーダーとなりうる人材の

輩出を目指し、 歯科技工の技術だけに偏るのではなく、 幅広い知識と専門的技能を有し、 多方面で活躍でき

る人材の育成を図っています。

本専攻の歴史は、 昭和4年、 本学の前身である東京高等歯科医学校に設置された技工土養成科にまで遡り

ます。この間、 多くの人材を輩出し、 国内はもとより、 国際的に活躍する諸先輩も多く、 歯科技工士養成校

として本学は高く評価されています。皆さんはすでに業界での地位の確立された大学に入学し、 専門教育を

受けるのですから、 卒業時には当然、 皆さんに対する社会的な期待も大きなものになります。その期待にこ

たえるべく、 教育内容は十分に検討したものです。世界中どこと比較しても、 胸を張れる教員組織、 環境、

設備、 そして教育内容です。ひとつひとつの科目に真剣に取り組み、 達成すべき項目をすべて修得すれば、

本特ヰの卒業生として、 どこに出ても自信を持って活躍で、きるはずです。

グロ ーバル化する社会においても、 皆さんに対する期待は増すばかりです。社会の期待にこたえて専門職

業人として、 歯科医療に貢献する、歯科保健工学に貢献する、 そして業界のリ ーダーとして、 業界の未来を

築いていってくれることを願っています。皆さんの将来は輝かしい可能性に満ちています。どうか先生方を

信頼し、 同胞とともに助けあいながら、 力いっぱい勉学に励み、 自分の人生を切り開く基盤を形成してくだ

さし、。
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東京医科歯科大学学部専門科目履修規則 

平成２２年３月３０日 

規 則 第 ４ １ 号 

（趣旨） 

第１条 東京医科歯科大学における専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）の履修に関して

は、東京医科歯科大学学則(平成１６年規程第４号。以下「学則」という。)定めるもののほか、この

規則の定めるところによる。 

（専門科目の単位数及び履修学年） 

第２条 専門科目の単位数及び履修学年については、別表１に定めるとおりとする。 

２ 前項の単位数及び履修学年は、医学部教授会又は歯学部教授会の意見を聴いて学長が定めるものと

する。 

（授業） 

第３条 専門科目の授業は、講義、演習若しくは実習により行い、必修科目、選択科目又は自由科目と

する。 

（授業時間） 

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間

(2) 実習については、３０時間から４５時間

２ 前項の授業時間の設定においては、次の事項に配慮しなければならない。 

(1) 学習目標を十分に満たすこと

(2) 履修時間及び自主的学修時間の確保

（編入学者、転入学者の単位認定） 

第５条 学則第１２条から第１８条の２までの規定により編入学及び転入学の許可をするときは、既修

得単位を全学共通科目及び専門科目に相当する単位として、一部又は全部を認定するものとする。 

２ 前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に相当する科目

については、当該学生が在籍する学部（以下「在籍学部」という。）において行うものとする。 

３ 在籍学部は、入学を許可する学年及び履修方法等について、教養部と協議するものとする。 

（再入学の単位認定） 

第６条 学則第１９条の規定により再入学を許可された者の当該学部における既修得単位は、全学共通

科目及び当該学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。 

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限） 

第７条 学則第１２条から第１９条の規定により、編入学、転入学及び再入学を許可された者の在学年

限は、学則第３２条第１項に定める在学年限から入学を許可されたまでの経過学年数を減じた年数と

する。 

（試験及び単位） 

第８条 履修した授業科目については、試験を行う。ただし、試験を行うことが困難な授業科目等につ

いては、試験によらず、学修の成果をもって、又は指定した課題についての報告をもって試験に替え

ることがある。 

２ 前項の試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

３ 実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。ただし、一授業

科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格しなければ単位を修得する

ことができない。 

４ 実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認定が行われな

ければ所定の単位を修得することができない。 
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５ 学習の評価は、別表２のとおりとする。 

６ 単位の認定は、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て当該学部長がこれを行う。 

７ 試験の方法に関しては別に定める。 

（進級要件） 

第９条 学生は、別表３に示す要件を満たさなければ、進級又は所定の授業科目の履修をすることがで

きない。 

２ 医学部医学科にあっては、休学期間を除き、同一学年の在籍は２年までとし、なお成業の見込みが

ないと認められたときは、学則第３３条第１号の規定により退学を命ずる。 

（卒業認定） 

第１０条 学生の卒業認定は、学則第３９条により行うものとする。 

（補足） 

第１１条 この規則に定めるもののほか履修に関し必要な事項は各学部教授会の議を経て別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部履修規則（平成１６年規則第２０１号）は、廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部履修規則（平成１６年規則第２１３号）は、廃止する。 

４ 平成２２年３月３１日において現に医学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学するものについては，改正後の別表の規程にかか

わらず，なお従前の東京医科歯科大学医学部履修規則の例による。 

５ 平成２２年３月３１日において現に歯学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学する者については，改正後の別表の規程にかかわ

らず，なお従前の東京医科歯科大学歯学部履修規則の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規則第１５号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２３年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年２月３日規則第１９号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年３月３０日規則第６０号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年３月２９日規則第５６号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表１

（３）の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号） 

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。 

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次に入学した
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者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。 

 （平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後の別表１

（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。

全学科共通選択科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

選
択
科
目 

医療リーダーシッ 

プ特論１ 
1 ○ ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論２ 
1 ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論３ 
1 ○ 

医療リーダーシッ 

プ特論４ 
1 ○ ○ 

（※２） 

医療リーダーシッ 

プ特論５ 
1 ○ 

（※１） 

国際教養特論１ 
1 ○ ○ 

国際教養特論２ 1 ○ ○ ○ 
（※２）

国際教養特論３ 1 ○ ○ ○ 
（※２）

計 8 

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することができる。

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３

を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができない。 

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を履修するこ

とができない。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年６月１日規則第１４０号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 前項の規定にかかわらず、平成２３年度から平成２６年度までに入学した者のうち、平成２６年

１２月１日において、現に本学に在学する者（以下「平成２３年度以降に入学した在学者」とい

う。）及び平成２７年４月１日以降に平成２３年度以降に入学した在学者の属する学年に再入

学、転入学又は編入学する者の別表１（４）の 

「 

包括臨床実習 41 ○ ○ ○ 

」は、 

「 
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包括臨床実習 43 ○ ○ ○ 

」と、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

6 

」は、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

8 

 」と読み替え、平成２６年１２月１日から適用する。 

３ 平成２２年度以前に入学した者のうち、平成２６年１２月１日において、現に本学に在学する者

（以下「平成２２年度以前に入学した在学者」という。）及び平成２７年４月１日以降に平成２２

年度以前に入学した在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。ただし、歯学科専門科目学科課程表については、

次のとおりとし、平成２６年１２月１日から適用する。 

授業科目 ３年 ４年 ５年 ６年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

人体の構造と機能 ○ ○ 

生命の分子的基盤と 

細胞の機能 

○ 

病理 ○ 

感染と生体防御 ○ 

生体材料 ○ 

歯科放射線基礎 ○ 

歯科医療入門 ○ 

歯科医療基礎 ○ 

咬合育成・発達 ○ 

う蝕と歯髄疾患 ○ ○ 

歯周病 ○ 

咬合回復 ○ ○ 

顎口腔医療 ○ ○ 

全身と歯科医療 ○ ○ 

臨床体験実習 ○ ○ ○ 

学年混合選択セミナー ○ ○ ○ 

課題統合セミナー ○ ○ ○ 

総合課題演習 ○ ○ 

研究体験実習 ○ 

臨床情報処理 ○ 

包括臨床実習 ○ ○ ○ 

デンタルエクスターン 

シップ（選択科目）※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長寿口腔健康科学コ 

ース（選択科目） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※所定のプログラムを修了した学生に対し、１プログラムにつき１単位を認定する。

但し、同一年次・年度に認定できる単位は、１単位を上限とする。

附 則（平成２８年３月３１日規則第７０号） 
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１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の「 
Learning  Medical English ○ ○ ○ 

」は、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７１号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７３号） 
（施行期日等） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（２）

及び（３）のうち次に掲げる科目並びに（７）及び（８）を除いて、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

  別表１（２） 国際保健福祉Ⅰ、国際保健福祉Ⅱ及び国際保健福祉Ⅲ 

  別表１（３） アドバンスド生理機能検査学、短期海外研修（Ⅰ）、短期海外研修（Ⅱ）、短期海外

研修（Ⅲ）及び Learning Medical English 

３ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

附則（平成２８年１１月７日規則第１５９号） 

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及 び平成２９

年４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の｢ 

実践看護英語 〇 

｣は、平成２９年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年３月３０日規則第５０号） 

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表 1 の（２）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２）実践看護英語Ⅰ、実践看護英語Ⅱ及び実践看護英語Ⅲ 

附 則（平成２９年３月３１日規則第５４号） 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２９年６月１日規則第６８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年６月１日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 
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２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 研究実践プログラムⅠ、研究実践プログラムⅡ、研究実践プログラムⅢ、 

        研究実践プログラムⅣ及び研究実践プログラムⅤ 

附 則（平成２９年７月６日規則第１０１号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年７月６日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表３（１）医

学科（７）及び注３を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年１２月２７日規則第１３７号） 

 この規則は、平成２９年１２月２７日から施行し、平成２９年４月１日から適用する 
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（６）口腔保健学科（口腔保健工学専攻）教育課程

区 分 授業科目 

単位数 
履修学年 

１年 ２年 ３年 ４年 

必

修

選

択

自

由

前

期

後

期

前

期 

後

期 

前

期

後

期

前

期

後

期

基 

礎 

分 

野 

科学的思考

の基盤 

人間と生活 

口腔保健工学概論 1 ○

科学英語Ⅰ 1 ○ 

科学英語Ⅱ 1 ○

ヘルスプロモーション 2 ○ 

メディア情報学基礎 1 ○

コミュニケーション学 1 ○

造形美術概論実習 1 ○

グローバル口腔保健工学実習 1 ○ 

専 
門 

基 

礎 

分 

野 

歯科技工と
歯科医療 

歯科技工士と法律 1 ○

感染予防 1 ○ 

口腔保健工学管理学 1 ○

早期臨床体験実習 1 ○ ○

口腔外科工学 1 ○

う蝕と歯周病 1 ○ 

高齢者歯科工学 2 ○

口腔保健工学特論 1 ○

歯・口腔の 
構造と機能 

人体の構造と機能Ⅰ 2  ○

人体の構造と機能Ⅱ 5 ○ ○

画像解析学 1 ○

歯の形態実習 1  ○

歯の形態修復演習 1  ○

咬合学 1  ○

臨床咬合学 1  ○

歯科材料・歯
科技工機器と
加工技術 

加工技術基礎  1  ○

口腔機材開発工学 1  ○

口腔保健理工学 2 ○

別表１　（１）～（５）省略 平成27年度以降入学者
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口腔保健理工学実習 2  ○

精密鋳造学演習 1  ○

プロセスデバイス工学 2  ○ 

専 

門 

分 

野 

有床義歯 
技工学 

顎補綴工学 1 ○

顎補綴工学実習 2 ○

スポーツ歯科工学 1 ○

オーラルアプライアンス工学 1 ○

全部床義歯工学 2  ○

全部床義歯工学実習 3  ○

部分床義歯工学 2 ○ ○ 

部分床義歯工学実習Ⅰ 4 ○ 

部分床義歯工学実習Ⅱ 1 ○

歯冠修復 
技工学 

歯冠修復工学基礎 2  ○

歯冠修復工学基礎演習 1  ○

歯冠修復工学基礎実習 4  ○

歯冠修復工学応用 1  ○

歯冠修復工学応用演習 1  ○

歯冠修復工学応用実習 2  ○

審美修復工学 1  ○

審美修復工学実習 3  ○

CAD/CAM システム工学実習 1  ○

インプラント工学実習 1 ○

小児歯科 
技工学 

小児歯科工学 2 ○

発育口腔工学 1 ○

矯正歯科 
技工学 

矯正歯科工学 3 ○

歯科技工 
実習 

再建工学包括臨床実習Ⅰ 4 ○

再建工学包括臨床実習Ⅱ 10  ○ ○

医療倫理 1 ○

卒業研究Ⅰ 2 ○
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授業方法 

ＴＢＬ方式の講義も導入する。 

前の講義内容、あるいは、ＷｅｂＣｌａｓｓにアップしている教材を勉強しておき、次の授業にテストを行うことがある（反転授業）。また、前

の講義を受けて発表をしてもらうこともあるので、ＰＣを準備しておくこと（前もって指示する）。動物実習のために必要な実験手技をシミ

ュレーション教材としてWebClassにアップするので、必ず予習してくること。 

成績評価の方法 

・出席状況、授業態度（10 点）、提出レポートや小テストなど提出物（20 点）による平常点、および期末の客観試験、論述試験（70 点）で

総括的評価を行う。 

・前期と後期の試験後に行うそれぞれの総括的評価において、合格しなければならない。 

・後期のTBL方式授業中におこなうテストや取り組み態度などは 30点の平常点の中に加味して評価する。 

・前期の歯の鑑別テストは７割以上が合格点となる。筆記テストを含めて 6 割以上でも鑑別テストが 7 割以上とれない場合は、不合格

となる。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配付、WebClassへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

3分の 2の出席だが、実習は休まないように出席すること。 

教科書 

口腔・顎顔面解剖学 = Oral and Maxillofacial Anatomy／全国歯科技工士教育協議会 編集,脇坂聡, 杉田順弘, 市川博之, 里田隆博, 木

暮ミカ 著,：医歯薬出版，2016 

看護・医療系のためのからだと病気の基礎知識／鳥澤保廣, 蜂谷正博 編,：東京化学同人，2012 

看護・医療系のためのくすりと治療の基礎知識／鳥澤保廣, 蜂谷正博 編,：東京化学同人，2013 

参考書 

現代歯科薬理学 第６版／大谷啓一監修 鈴木邦明、戸苅彰史、 筑波隆幸、兼松 隆、青木和広編：医歯薬出版，2018 

歯の解剖学／藤田恒太郎 原著,：金原出版，1996 

ヒューマンボディ : からだの不思議がわかる解剖生理学／Barbara Herlihy 著,片桐康雄, 飯島治之, 片桐展子, 尾岸恵三子 監訳,：エ

ルゼビア・ジャパン，2008 

口腔の発生と組織 = Oral Embryology and Histology／田畑純 編著,：南山堂，2015 

顎口腔機能学 = Stomatognathic Function Science／全国歯科技工士教育協議会 編集,志賀博, 町博之, 小泉順一, 竹井利香 著,：医歯

薬出版，2016 

自然科学の基礎知識を知る／今井秀樹, 高木晴良, 松本和史, 草間朋子 著,：東京化学同人，2017 

からだの仕組みと働きを知る／髙野海哉, 川岸久太郎, 草間朋子 著,：東京化学同人，2016 

解剖・生理学 : 人体の構造と機能／飯田薫子, 石川朋子, 近藤和雄, 脊山洋右 編,：東京化学同人，2016 

疾病の成り立ち／飯田薫子, 近藤和雄, 脊山洋右 編,：東京化学同人，2015 

履修上の注意事項 

履修する基礎医学が常にどのように臨床に応用されるかを意識しながら学習するように。  WebClassに資料やシミュレーション教材を

をアップロードした場合は、講義あるいは実習前に必ず目を通してから講義に臨むこと。 

備考 

オフィスアワー、連絡先 

青木 和広 教授  随時（必ず事前に連絡を入れること）   kazu.hpha@tmd.ac.jp 

2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

 

連絡先 

青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

柴田 俊一:sshibata.mfa@tmd.ac.jp 

坂本 裕次郎:y.sakamoto.bsoh@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

柴田 俊一:随時（必ず事前に連絡の事）M&Dタワー6F南側 顎顔面解剖教授室 

坂本 裕次郎:随時 1号館西8階 

 







































































































3分の 2以上の出席 

参考書 

顎顔面補綴の臨床 : 咀嚼・嚥下・発音の機能回復のために／大山喬史, 谷口尚 編,：医学情報社，2006 

口唇裂口蓋裂の補綴治療／大山喬史 編著,：医歯薬出版，1997 

口唇口蓋裂のチーム医療／高戸毅 監修,須佐美隆史, 米原啓之 編,：金原出版，2005 

構音障害の臨床 : 基礎知識と実践マニュアル／阿部雅子 著,：金原出版，2008 

顎口腔外傷のチーム医療／高戸毅 監修,米原啓之, 須佐美隆史 編,：金原出版，2005 

口腔・中咽頭がんのリハビリテーション : 構音障害,摂食・嚥下障害／溝尻源太郎, 熊倉勇美 編著,：医歯薬出版，2000 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布、WebClassへのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。 
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時間割番号 023531 

科目名 顎補綴工学実習 

担当教員 大木 明子 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 2 

主な講義場所 

口腔保健工学専攻 第3実習室、総合実習室、重合・鋳造室 

授業の目的、概要等 

顎口腔および顔面の欠損に適用される治療用装置の構造と製作法を理解する。 

授業の到達目標 

1．上顎顎義歯の構造について説明する。 

2．栓塞部の製作法を理解して上顎顎義歯を製作する。 

3．エピテーゼに用いられる材料について説明する。 

4．眼窩エピテーゼを製作する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-4 10/2 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

顎補綴工学実習概説  

個人トレー 
顎補綴工学実習内容説明  模型

調整、概形線記入、ブロックアウ

ト、リリーフ  常温重合レジン圧

接、トリミング、柄 

大木 明子 SBOs：1,2 

5-8 10/11 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

咬合床 作業用模型調整、設計、ブロック

アウト、リリーフ、常温重合レジン

圧接 

大木 明子 SBOs：1,2 

9-12 10/16 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

咬合床 トリミング、ワイヤークラスプ屈

曲、クラスプ固定 
大木 明子 SBOs：1,2 

13-16 10/18 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

咬合床、咬合器装着、設

計 
咬合採得、咬合器装着、設計 大木 明子 SBOs：1,2 

17-20 10/23 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

咬合床 ワイヤークラスプ屈曲、クラスプ

固定、ワックスリム追加 
大木 明子 SBOs：1,2 

21-24 10/30 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

支台装置 ワイヤークラスプ屈曲、ブロックア

ウト、リリーフ 
大木 明子 SBOs：1,2 

25-28 11/1 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

支台装置 複印象、耐火模型製作、支台装置

ワックスパターンの製作 
大木 明子 SBOs：1,2 

29-32 11/6 13:00-16:50 第３実習

室, 総合

実習室 

支台装置 支台装置ワックスパターンの製

作、埋没、鋳造、研磨 
大木 明子 SBOs：1,2 

33-35 11/8 13:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

支台装置、人工歯排列 研磨、支台装置付与、人工歯排

列、歯肉形成 
大木 明子 SBOs：1,2 

36-41 11/13 09:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

人工歯排列、埋没 歯肉形成、ろう義歯完成、埋没、流

ろう 
大木 明子 SBOs：1,2 

42-44 11/20 13:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

欠損部修正 欠損部修正・石膏コア製作 大木 明子 SBOs：1,2 
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45-47 11/22 13:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

重合 レジン填入、重合 大木 明子 SBOs：1,2 

48-51 12/11 11:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

割り出し、咬合器再装

着、咬合調整、形態修正 
割り出し、咬合器再装着、人工歯

咬合調整 
大木 明子 SBOs：1,2 

52-54 12/13 13:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

研磨、完成 形態修正、研磨 大木 明子 SBOs：1,2 

55-60 12/18 09:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

完成  個人トレー 形態修正、研磨  個人トレー製作 大木 明子 SBOs：1-4 

61-66 1/8 09:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

義眼  ワックスパターン

の製作 
義眼製作  エピテーゼワックスパ

ターンの製作 
大木 明子 SBOs：3,4 

67-69 1/10 13:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

ワックスパターンの製作 エピテーゼワックスパターンの製

作 
大木 明子 SBOs：3,4 

70-73 1/15 11:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

ワックスパターンの製作 エピテーゼワックスパターンの製

作 
大木 明子 SBOs：3,4 

74-76 1/17 13:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

ワックスパターンの製

作、埋没 
エピテーゼワックスパターンの製

作、埋没 
大木 明子 SBOs：3,4 

77-80 1/22 11:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

流ろう、内部彩色、シリ

コーン重合 
流ろう、内部彩色、シリコーン填

入、重合 
大木 明子 SBOs：3,4 

81-86 1/29 09:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

内部彩色、シリコーン重

合、割り出し 
内部彩色、シリコーン填入、重合、

割り出し 
大木 明子 SBOs：3,4 

87-90 2/5 11:00-15:50 第３実習

室, 総合

実習室 

外部彩色、まつ毛付与、

エピテーゼ完成 
形態修正、外部彩色、まつ毛付与 大木 明子 SBOs：3,4 

 

授業方法 

実習、反転授業 

成績評価の方法 

上顎個人トレー（10点）、上顎顎義歯の咬合床（5点）、ろう義歯（5点）、完成顎義歯（30点）、エピテーゼ用個人トレー（10点）、義眼（10点）、

完成エピテーゼ（30点）について評価し、合計点数を成績とする。授業態度、出席状況を加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

実習書およびWebClassの実習デモビデオを事前によく見て予習してから出席すること。 

試験の受験資格 

4分の 3以上の出席 

参考書 

顎顔面補綴の臨床 : 咀嚼・嚥下・発音の機能回復のために／大山喬史, 谷口尚 編,：医学情報社，2006 

Maxillofacial Rehabilitation 3rd Edition／J. Beumer III, MT Maunick, SJ Esposito：Quintessence，2011 

Fundamentals of Facial Prosthetics／R. E. McKinstry：ABI Professional Publications，1995 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布、WebClass へのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。  実習デモビデオを必ず視聴してから授

業に臨むこと。 
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備考 

実習の初めにデモを行いません。各自デモビデオをあらかじめ視聴してから実習をしてください。 

ステップごとにチェックを行います。 
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時間割番号 023538 

科目名 部分床義歯工学実習Ⅱ 

担当教員 安江 透, 沖本 祐真 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：部分床義歯工学実習Ⅱ 

時間数：４５時間 

授業形態：実習、演習 

主な講義場所 

第3実習室、重合・鋳造室、総合実習室 

授業の目的、概要等 

部分的歯牙欠損患者の口腔機能回復のための理論と、各種構成要素に用いる材料の諸性質を理解、および補綴装置の構造力学的安

定を考慮し、個々の臨床ケースに対応できる部分義歯製作のための技法および技術を身につける。 

授業の到達目標 

1．構造力学的安定と、適合精度向上を考慮した設計をする。 

2．各支台歯に適切な維持力と維持装置を設計する。 

3．義歯の着脱方向を正確に設定して、的確にブロックアウトする。 

4．鋳造床製作上不要な部分は後の複印象の精度を考慮してブロックアウトする。 

5．リリーフ部のワックス表面に必要な外形線を再描記する。 

6．シリコーン印象材の理工学的特性および複印象システムの特徴を理解し、精密に印象 採得する。 

7．シリコーンモールドに変形を伴うような外力を与えないよう留意しながら作業、保管する。 

8．複印象システムおよび耐火埋没材の理工学的特徴を理解し、精密な複模型を製作する。 

9．耐火模型を作業し易い適切な大きさにトリミングし、表面処理を行う。 

10．耐火模型へ傷を付けないように設計した外形線を再描記する。 

11．力学的安定を考慮し、構造設計を行う。 

12．ワックスパターンは、厚み、デザインの変形を避け、切削、追加、加熱コントロールを行う。 

13．フィニッシングラインは人工歯との位置、歯肉形成を考慮した形態にする。 

14．耐火模型からワックスが剥離しないように圧接、固定する。 

15．鋳造機の特性を理解し、適切な位置、形状のスプルーイングを行う。 

16．リン酸塩系埋没材の理工学的性質を理解し、気泡を混入しない埋没をする。 

17．リン酸塩系埋没材の理工学的性質を理解し、適切な環境で焼却時まで保管する。 

18．リン酸塩系埋没材の理工学的性質を理解し、的確な温度管理でリング焼却する。 

19．高周波鋳造機の特性を理解し、欠陥のない鋳造体を製作する。 

20．外形線に沿って正確なワイヤークラスプを屈曲する。 

21．高速レーズの仕組みを理解し、鋳造体の加熱を避け安全にスプルーカットする。 

22．作業用模型への適合方法を理解し、的確なトリミングおよび研磨をする。 

23．各工程における研削材の性質を理解し、工程終了毎に表面荒さを確認しながら研磨をする。 

24．ハンドピースの回転数、加重をコントロールし鋳造体の加熱を避けながら研磨する。 

25．使用金属の理工学的特性を理解して、それぞれの支台装置に合った維持力を調整する。 

26．パラフィンワックスの理工学的特性を理解し、最適なろう堤を形成する。 

27．審美性に配慮して人工歯排列する。 

28．機能性に配慮して人工歯排列する。 

29．機能性および生体親和性に配慮して歯肉形成する。 

30．パラフィンワックスを的確に操作し、滑沢な表面に仕上げる。 

31．流し込みレジンの特性を理解し、気泡を混入しないスプルーイングをする。 

32．シリコーン印象材の理工学的特性を理解し、精密に印象採得する。 

33．マスターモデルの状態を考慮して、的確な条件、温度管理で流ロウする。 

34．分離材の特性を理解し、必要な範囲に的確に塗布する。 

35．即時重合レジンの理工学的特性を理解し、適正な時間で完了するように注入する。 

36．適正な温度管理で加熱重合する。 
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37．重合体および作業用模型に必要以上の外力を加えることなく、掘り出しする。 

38．義歯、維持装置を変形させることなく、作業用模型から取り外す。 

39．外形線に沿って的確に形態修正する。 

40．形態修正による切削傷を効率よく荒研磨する。 

41．レーズ研磨の仕組みを理解し、効率よく艶出し研磨する。 

42．バフを使用して鏡面研磨する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-5 4/9 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

義歯の設計、サベイイン

グ、ブロックアウト・リリ

ーフ、耐火模型の製作 

支台装置の概略と構成要素、金属

床外形線の記入、ブロックアウト

およびリリーフ、複印象採得、鋳造

床製作術式の講義 

安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:1-7 

6-10 4/13 11:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

耐火模型の製作、ワック

スアップ 
耐火模型材注入、耐火模型の表面

処理、力学的構造設計、ワックス

アップ 

安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:8-12 

11-15 4/23 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ワックスアップ 力学的構造設計、ワックスアップ 安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:12-14 

16-20 5/7 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

埋没 スプルーイング、埋没 安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:15-17 

21-25 5/14 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

鋳造、形態修正、研磨 鋳造、スプルーカット、形態修正、

内面研磨 
安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:17-24 

26-30 5/21 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

研磨・適合 クラスプの維持力調整、仕上げ研

磨、作業用模型への適合 
安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:23-25 

31-35 5/28 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

人工歯排列、歯肉形成 臼歯部人工歯排列、歯肉形成 安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:26-30 

36-40 6/4 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

レジン重合、形態修正 コア採得、流し込みレジン重合、

咬合調整、形態修正 
安江 透, 沖

本 祐真 
SBOs:31-39 

41-45 6/18 09:00-14:50 第３実習 研磨 レジン研磨、完成 安江 透, 沖 SBOs:40-42 
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室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

本 祐真 

 

授業方法 

実習、演習 

成績評価の方法 

・各製作ステップにおいてチェックを行い、進捗状況を評価する。また採点項目を設定し、完成した製作物を評価する。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

実習予定表および実習書を事前に確認し、当日行う実習内容を把握しておく。 

Web Classに資料がアップされているときには、事前に確認しておく。 

教科書 

有床義歯技工学 = Dental technology for removable dentures／全国歯科技工士教育協議会 編,鈴木哲也 ほか著,：医歯薬出版，2017 

参考書 

・ 新1週間でマスターするキャストパーシャル／川島哲 著,：医歯薬出版，2012 

・ T.K.M.キャストデンチャーのすべて : bio-mimetic cast denture／川島哲 著,：医歯薬出版，2005 

・ 「デジタルサベヤーによるキャストクラスプの設計と製作」 野首孝祠・小野高裕・奥野善彦 著 デンタルエコー Vol.66 SHOFU.Inc. 京

都 1984 

・ 「コバルトクロム合金を用いたキャストクラスプの合理的な製作法」 野首孝祠・小野高裕・守光隆・奥野善彦著 デンタルエコー 

Vol.71 SHOFU.Inc. 京都 1986 

・ 「パーシャルデンチャーの設計・製作によりよい環境を求めて」 野首孝祠・安井栄・喜多誠一・奥野善彦 著 デンタルエコー Vol.89 

SHOFU.Inc. 京都 1992 

・ 「合理的で確実なパーシャルデンチャーの製作方法」 池邉一典・野首孝祠 著 デンタルエコーVol.109 SHOFU.Inc. 京都 1997 

・ 「金属床と構造設計進化論-軽くて薄くて壊れない金属床義歯の設計と製作」 古賀壮一 歯科技工 Vol.33 No.4 pp.409-433 医歯薬出

版 東京 2005 

・ 「義歯に血の通うまで〜アルプス歯科の総義歯製作技法」 中込敏夫・向井道夫 著 サンバレー書房 2011 

・ 「Fundamentals of Esthetic Dental Technology」 歯科技工別冊 医歯薬出版 2009 

・ 「パーシャルデンチャー製作のための設計/構造」 歯科技工別冊 医歯薬出版 2000 

履修上の注意事項 

事前に資料の配付、Web Classへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

備考 

授業担当教員 

・沖本祐真 

・安江 透 

連絡先 

安江 透:yasue.fpoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

安江 透:随時 
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時間割番号 023542 

科目名 歯冠修復工学応用 

担当教員 池田 正臣, 岡田 大蔵, 駒田 亘 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

主な講義場所 

２号館第２講義室 

授業の目的、概要等 

各種の歯冠修復及び架工義歯に関する知識を修得する。 

授業の到達目標 

１．生体と間接法による模型の咬合接触の違いを理解する。 

２．ブリッジの構造と支台歯形成および印象について理解する。 

３．術前のテンポラリークラウンの調整について理解する。 

４．各種修復物の支台歯・窩洞形態を理解する。 

５．各種修復物のマージン形態を理解する。 

６．ファイバーコアとメタルコアの違いを理解する。 

７．歯根破折の原因を説明する。 

８．硬質レジンの組成と歯科技工について理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 4/10 09:00-10:50 第２講義

室 
間接法と生体 顎骨の歪みや歯の微小変位が間

接法に与える影響 
池田 正臣, 

岡田 大蔵 
SBOs 1 

3-5 4/17 09:00-11:50 第２講義

室 
ブリッジ ブリッジの構造、支台歯形成と印

象 
池田 正臣, 

駒田 亘 
SBOs 2 

6-7 4/24 09:00-10:50 第２講義

室 
ブリッジ 術前Tek調整、ブリッジの調整と

セット 
駒田 亘, 池

田 正臣 
SBOs 3 

8-9 5/1 09:00-10:50 第２講義

室 
支台歯・窩洞形態 各種修復物の支台歯・窩洞形態 駒田 亘, 池

田 正臣 
SBOs 4 

10-11 5/8 14:00-15:50 第２講義

室 
マージン形態 各種修復物のマージン形態 駒田 亘, 池

田 正臣 
SBOs 5 

12-13 5/15 14:00-15:50 第２講義

室 
ファイバーコア ファイバーコアの特徴、歯根破折 駒田 亘, 池

田 正臣 
SBOs 6,7 

14-15 5/22 09:00-10:50 第２講義

室 
硬質レジン 硬質レジンの組成と歯科技工操作  

硬質レジンの組成と歯科技工操作  

光強度、距離と重合の関係評価実

習 

池田 正臣 SBOs 8 

 

成績評価の方法 

・出席状況（10点）、期末の客観試験、論述試験（80点）で総括的評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配付、web-classへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

歯冠修復技工学 = Dental Technology for Fixed Dental Prostheses and Restorations／全国歯科技工士教育協議会 編集,[末瀬一彦] [ほ

か] [著],：医歯薬出版，2017 

クラウンブリッジ補綴学／矢谷博文, 三浦宏之, 細川隆司, 小川匠 編集,：医歯薬出版，2014 

保存修復学／千田彰, 寺下正道, 寺中敏夫, 宮崎真至 編集,：医歯薬出版，2013 

備考 

池田 正臣:メールにて面談の日程を調整すること 

ikeda.csoe@tmd.ac.jp 
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時間割番号 023543 

科目名 歯冠修復工学応用演習 

担当教員 上條 真吾, 池田 正臣 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：歯冠修復工学応用演習 

時間数：30時間 必修1単位 

授業形態：演習 

主な講義場所 

2号館4階 第3実習室、総合実習室、重合鋳造室、硬質レジン実習室、CAD/CAM実習室 

2号館3階 CAD/CAM演習室 

授業の目的、概要等 

各種の歯冠修復及び架工義歯に関する知識及び技術について修得する。 

授業の到達目標 

１．ブリッジ模型の扱いを理解し、正確に模型を製作する。 

２．ブリッジ模型の扱いを理解し、分割、トリミングする。 

３．術前のテンポラリーブリッジ（Br-Tek）を製作する。 

４．各種CAD/CAMシステムを体験する。 

５．三次元積層造形を体験する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-4 4/10 11:00-15:50 第３実習

室 
模型製作 歯冠修復用模型の製作 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1 

5-8 4/11 13:00-16:50 第３実習

室 
模型製作 歯冠修復用模型の製作 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1 

9-13 4/12 11:00-16:50 第３実習

室 
咬合器装着 咬合器装着、模型分割  歯型のマ

ージントリミング 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 2 

14-18 4/16 09:00-14:50 第３実習

室 
ブリッジTek製作 ワックス処理、術前形成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 3 

19-21 4/17 13:00-15:50 第３実習

室 
ブリッジTek完成 調整、研磨、完成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 3 

22-24 7/9 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
CAD/CAMの基礎1 CAD/CAM装置の基本操作（3、4

年合同授業）（屋根瓦形式） 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 4,5 

25-27 7/10 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
CAD/CAMの基礎2 CAD/CAM装置の基本操作（3、4

年合同授業）（屋根瓦形式） 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 4,5 

28-30 7/17 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
CAD/CAMの基礎3 CAD/CAM装置の基本操作（3、4

年合同授業）（屋根瓦形式） 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 4,5 

 

授業方法 

実習 

成績評価の方法 

・提出課題の評価（テンポラリーブリッジ 60点、模型製作40点）、および出席状況、実習態度を総合的に評価する。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、WebClassへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

歯冠修復技工学／全国歯科技工士教育協議会 編,末瀬一彦, 松村英雄, 丸茂義二, 雲野泰史, 下江宰司 著,：医歯薬出版，2007 

保存修復学21／田上順次, 千田彰, 奈良陽一郎, 桃井保子 監修：永末書店，2011 

クラウンブリッジ補綴学／川和忠治 [ほか]編：医歯薬出版，2009 

接着ここが知りたい／日本接着歯学会 編：口腔保健協会，2008 

履修上の注意事項 
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メールにて面談の日程を調整すること。 

連絡先 

上條 真吾:s-kamijoh.itoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

上條 真吾:メールにて面談の日程を調整すること 
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時間割番号 023544 

科目名 歯冠修復工学応用実習 

担当教員 上條 真吾, 池田 正臣 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：歯冠修復工学応用実習 

時間数：90時間 必修2単位 

授業形態：実習 

主な講義場所 

2号館4階 第3実習室、総合実習室、重合鋳造室、硬質レジン実習室 

2号館3階 CAD/CAM演習室 

授業の目的、概要等 

各種の歯冠修復及び架工義歯に関する知識及び技術について修得する。 

授業の到達目標 

1．適合精度の高いワックスパターンを製作できる。 

2．歯列に合わせた歯冠外形回復ができる。 

3．ポンティックの基底面形態を理解する。 

4．ポンティックを窓開けする理由を理解する。 

5．単冠とブリッジのスプルーイング・鋳造の違いについて理解する。 

6．鋳造体を正確に適合させる。 

7．適切な辺縁形態、隣接面接触、咬合接触を付与する。 

8．細部にわたり鏡面研磨する。 

9．ファイバーコアを製作できる。 

10．分割コアのワックスアップができる。 

11．分割コアを正確に適合させる。 

12．歯科用CAD/CAMシステムの一連の操作を実施する。 

13．硬質レジンを気泡なく築盛できる。 

14. 硬質レジンを色調別に築盛できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 4/18 13:00-15:50 第３実習

室 
ブリッジのワックスアッ

プ 1 
支台歯のワックスアップ 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1,2 

4-7 4/19 11:00-15:50 第３実習

室 
ブリッジのワックスアッ

プ 2 
支台歯のワックスアップ 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1,2 

8-13 4/20 09:00-15:50 第３実習

室 
ブリッジのワックスアッ

プ 3 
支台歯のワックスアップ、ポンティ

ックのワックスアップ 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1-3 

14-17 4/24 11:00-15:50 第３実習

室 
ブリッジのワックスアッ

プ 4 
ポンティックの窓開け、ワックスパ

ターンの連結 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1-4 

18-20 4/25 09:00-11:50 第３実習

室 
ブリッジのスプルーイン

グ、埋没、鋳造 
スプルーイング、埋没、鋳造 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 5 

21-24 4/26 11:00-15:50 第３実習

室 
メタルブリッジの調整1 適合確認、内面調整 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 6 

25-28 4/27 11:00-15:50 第３実習

室 
メタルブリッジの調整2 隣接接触点調整、咬合調整,  荒

研磨、窓開け部辺縁調整 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 7 

29-32 5/1 11:00-11:50 第３実習

室 
メタルブリッジの研磨 最終研磨、完成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 8 

33-36 5/2 09:00-13:50 第３実習

室 
ファイバーコアの築盛1 ワックスアップ（歯冠外形回復）、

シリコーンコア採得 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 2,9 

37-38 5/8 11:00-13:50 第３実習

室 
ファイバーコアの築盛2 レジン築盛、形態修正、完成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 9 
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39-42 5/9 11:00-11:50 第３実習

室 
分割コアのワックスアッ

プ 1 
ポスト部の調整、ワックスアップ 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 9 

43-46 5/10 11:00-15:50 第３実習

室 
分割コアのワックスアッ

プ 2 
コアのワックスアップ 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1,10 

47-50 5/11 11:00-15:50 第３実習

室 
分割コアの鋳造 スプルーイング、埋没、鋳造 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1,10 

51-52 5/15 11:00-13:50 第３実習

室 
分割コアの調整 適合確認、内面調整、完成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 5,10 

53-56 5/16 11:00-11:50 第３実習

室 
臼歯部前装冠1

（CAD/CAM） 
模型のスキャニングとCADデザ

イン（カットバック） 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 12 

57-60 5/17 11:00-15:50 第３実習

室 
臼歯部前装冠2

（CAD/CAM） 
CAM操作とWAXディスクのミリン

グ加工 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 12 

61-66 5/18 09:00-15:50 第３実習

室 
スプルーイング、埋没 マージン修正、リテンションビーズ

付与、スプルーイング、埋没 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs1,5 

67-70 5/22 11:00-15:50 第３実習

室 
鋳造、メタルコーピング

の調整 
鋳造、メタルコーピング内面調整、

マージン調整 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 6 

71-76 5/23 09:00-15:50 第３実習

室 
硬質レジンの築盛1 アルミナサンドブラスト処理、メタ

ルプライマー処理、オペーク塗

布、サービカルの築盛 

上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 13,14 

77-79 5/24 13:00-15:50 第３実習

室 
硬質レジンの築盛2 デンチンの築盛 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 13,14 

80-83 5/25 11:00-15:50 第３実習

室 
硬質レジンの築盛3 デンチン、エナメルの築盛 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 13,14 

84-87 5/29 09:00-13:50 第３実習

室 
臼歯部前装冠の調整、

研磨 
隣接接触点・咬合調整、研磨、完

成 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 7,8 

88-90 5/30 13:00-15:50 第３実習

室 
実習課題提出 製作法の復習、実習課題の提出 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs 1-14 

 

授業方法 

実習 

成績評価の方法 

・提出課題の評価（ブリッジ 40点、ファイバーコア 10点、分割コア 20点、前装冠30点）、および出席状況、実習態度を総合的に評価す

る。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、WebClassへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

歯冠修復技工学／歯冠修復技工学／全国歯科技工士教育協議会 編, 末瀬一彦, 松村英雄, 五味治徳, 著：医歯薬出版，2017：医歯薬

出版，2007 

保存修復学21／田上順次, 千田彰, 奈良陽一郎, 桃井保子 監修：永末書店，2011 

クラウンブリッジ補綴学／川和忠治 [ほか]編：医歯薬出版，2009 

接着ここが知りたい／日本接着歯学会 編：口腔保健協会，2008 

履修上の注意事項 

メールにて面談の日程を調整すること。 

連絡先 

上條 真吾:s-kamijoh.itoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

上條 真吾:メールにて面談の日程を調整すること 
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時間割番号 023545 

科目名 審美修復工学 

担当教員 安江 透, 高橋 英和, 三浦 宏之, 上條 真吾 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：審美修復工学 

時間数：１５時間 

授業形態：講義 

主な講義場所 

第2講義室 

授業の目的、概要等 

歯科用陶材を応用した審美修復物、とりわけ金属冠およびジルコニアに焼き付けて製作する陶材焼付金属冠およびオールセラミック

スの理工学的特徴ならびにその製作法を習得する。 

授業の到達目標 

1．陶材焼付金属冠の臨床的意義を説明する。 

2．陶材焼付金属冠の適応症を説明する。 

3．陶材と金属の接合について説明する。 

4．陶材焼付金属冠の製作法を説明する。 

5．陶材焼付を応用したブリッジの製作法を説明する。 

6．陶材を応用した修復物の特徴ならびに製作法を説明する。 

7．歯科用CAD/CAMを用いたスキャニングの特徴ならびに注意点を説明する。 

8．ジルコニアの理工学的特徴を説明する。 

9．ジルコニアを臨床応用する際の注意点について説明する。 

10．歯科用陶材の種類および特徴について説明する。 

11．歯科用陶材を用いた各種築盛方法を説明する。 

12．天然歯の光学的特徴について説明する。 

13．シェードガイドの取り扱い方について説明する。 

14．シェードマッチングの方法ならびに使用する機器に関する注意点を説明する。 

15．歯科に応用されているCAD/CAMシステムの特徴を説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 6/1 09:00-10:50 第２講義

室 
陶材焼付金属冠の基礎 陶材焼付金属冠の特徴、製作法 安江 透 SBOs:1-4 

3-4 6/5 09:00-10:50 第２講義

室 
陶材焼付金属冠の製作 単冠、ブリッジの製作法、臨床例 安江 透 SBOs:4,5 

5 6/6 13:00-13:50 第２講義

室 
陶材を応用した補綴物 インプラント上部構造、オールセラ

ミックス 
上條 真吾 SBOs:6 

6-7 6/14 09:00-10:50 第２講義

室, 

CAD/CA

M演習室 

CAD/CAMの操作 DentalWingsでのダブルスキャニ

ング演習 
安江 透, 上

條 真吾 
SBOs:7 

8-9 6/19 09:00-10:50 第２講義

室 
ジルコニア修復 歯科用ジルコニアの基本的性質と

臨床応用 
三浦 宏之 SBOs:8,9 

10-11 6/28 09:00-10:50 第２講義

室 
歯科用陶材 歯科用陶材の種類、築盛用陶材

の種類と操作法 
高橋 英和 SBOs:10,11 

12-13 7/3 09:00-10:50 第２講義

室, 第１

実習室 

シェードテイキング  

（反転授業） 
天然歯の光学的要素、シェードの

基礎、シェードテイキング法 
安江 透 SBOs:12-14 

14-15 7/4 09:00-10:50 第２講義

室 
歯科用CAD/CAM 各種歯科用CAD/CAMの特徴 安江 透 SBOs:15 
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授業方法 

講義、演習、討論 

成績評価の方法 

出席状況、授業態度、筆記試験を総合的に評価し合否を判定する。 

準備学習などについての具体的な指示 

Web Classに資料がアップされているときには、事前に確認しておく。 

試験の受験資格 

講義時間の 2/3以上の出席 

教科書 

最新歯科技工士教本 歯冠修復技工学／全国歯科技工士教育協議会：医歯薬出版，2017 

参考書 

CAD/CAM デンタルテクノロジー／日本歯科 CAD CAM 学会, 全国歯科技工士教育協議会 監修,末瀬一彦, 宮﨑隆 編,：医歯薬出版，

2012 

メタルセラミックス築盛の基礎 : カラーアトラス／山本真 著：クインテッセンス出版，1989 

ザ・メタルセラミックス : カラーアトラス／山本真 著：クインテッセンス出版，1982 

・ 「最新CAD/CAMレストレーション」 三浦宏之・宮崎隆 編 補綴臨床別冊 医歯薬出版 2008 

・ 「メタルフリーレストレーションとCAD/CAM技工の最前線」 細川隆司・山下恒彦 編 歯科技工別冊 医歯薬出版 2007 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布、WEB Classへのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。 

備考 

授業担当教員 

・高橋英和 

・三浦宏之 

・安江 透 

・上條真吾 

連絡先 

安江 透:yasue.fpoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

安江 透:随時 
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時間割番号 023546 

科目名 審美修復工学実習 

担当教員 安江 透, 上條 真吾 

開講時期 前期 対象年次 3 単位数 3 

科目名：審美修復工学実習 

時間数：１３５時間 

授業形態：実習、演習 

主な講義場所 

第3実習室、CAD/CAM演習室、ポーセレン室 、総合実習室 

授業の目的、概要等 

・審美歯冠修復に用いられるメタルセラミックスのフレームおよびオールセラミックスのジルコニアフレームが備えるべき理工学的条件

および形態的特徴を理解し、後に行う陶材築盛作業を踏まえたフレーム形態を製作できる技術を習得する。 

・歯科医療に多く取り入れられてきているCAD/CAMシステムの概要と利点を把握し、歯冠修復や咬合学の基礎知識を基に、自らCAD

システムを設定して修復物をデザイン・製作する基本的な技術力を養う。 

・歯科用セラミック材料の特性と築盛原理、色調表現と築盛技術の理論を理解した上で、歯冠用セラミック材料の築盛操作工程を実習

し、色調表現法や形態修正による天然歯の質感表現の実際を習得する。 

 

授業の到達目標 

1．審美歯冠修復に関する概要を説明する。 

2．高精度な歯冠修復物を製作するための精密な作業用模型が製作する。 

3．正確なマージンラインを明瞭に形成する。 

4．審美的および機能的に考慮された歯冠回復をする。 

5．サポートエリアおよび陶材築盛量を考慮したフィニッシングライン設計および窓開けをする。 

6．変形がない精密なワックスパターンを採得する。 

7．リン酸塩系埋没材の特徴を理解し、気泡を混入しない埋没操作をする。 

8．理工学的欠陥がないメタルフレームを鋳造する。 

9．CADを使用し理想的なフレームワークを設計する。 

10．ジルコニアコーピングを製作する際の歯科用CAMの特性を説明する。 

11．温度管理に留意してジルコニアフレームをシンタリングする。 

12．鋳造体を支台歯模型に正確に適合させる。 

13．サポートエリアを十分確保した陶材築盛面を調整および形成する。 

14．ジルコニアフレームを支台歯模型に正確に適合させる。 

15．歯科用陶材の特性を説明する。 

16．歯科用陶材の特徴を理解し、それぞれ製品別の色調再現法を説明し実践する。 

17．シェードガイドの仕組みを理解して、口腔内で正確なシェードマッチングをする。 

18．光学式測色器の特徴を理解して、口腔内測色をする。 

19．修復物製作に重要な資料となる口腔内写真を撮影する。 

20．複数の陶材を混ぜることなく、且つ緻密に積層する。 

21．陶材を盛り上げることによって歯冠形態を再現する。 

22．ステインによる色調表現法を理解し、説明実践する。 

23．天然歯の複雑な色調を正確に判断し、多種類の陶材を的確に積層することにより色調再現する。 

24．天然歯の持つ質感を、形態修正および艶出しによって表現する。 

25．歯科用CADを使用し、咬合に配慮した理想的な歯冠形態を設計する。 

26．歯科用CAMを用いて、レジンディスクを切削加工する。 

27．支台歯への適合を確認し、隣接および咬合接触点を調整して研磨する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-5 5/31 11:00-16:50 第３実習

室, 第４

審美修復実習の概要、

作業用模型製作 
実習内容説明、トリミング、ダウエ

ルピン植立、2次石膏 
安江 透 SBOs:1,2 
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実習室, 

総合実習

室 
6-9 6/1 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

作業用模型製作、咬合

器装着 
3次石膏、スプリットキャスト付与、

歯型分割、咬合器装着、マージン

トリミング 

安江 透 SBOs:2,3 

10-13 6/5 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ワックスアップ 上顎中切歯  メタルセラミックス

（歯冠回復） 
安江 透 SBOs:4 

14-15 6/6 14:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ワックスアップ 下顎大臼歯  オールセラミックス

（歯冠回復9） 
安江 透 SBOs:4 

16-21 6/7 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ワックスアップ 上顎中切歯  メタルセラミックス

（カットバック）、下顎大臼歯  オ

ールセラミックス（カットバック） 

安江 透 SBOs:5,6 

22-25 6/8 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ワックスアップ 上顎中切歯  メタルセラミックス

（カットバック）、下顎大臼歯  オ

ールセラミックス（カットバック） 

安江 透 SBOs:5,6 

26-31 6/12 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

埋没 上顎中切歯  メタルセラミックス

（埋没） 
安江 透 SBOs:7 

32-37 6/13 09:00-15:50 CAD/CA

M演習

室, 第３

実習室, 

第４実習

室, 総合

実習室 

CAD操作、鋳造 DentalWing概要説明、下顎大臼歯

フレームデザイン  上顎中切歯  

メタルセラミックス（鋳造） 

安江 透, 上

條 真吾 
SBOs:8,9 

38-41 6/14 11:00-15:50 CAD/CA

M演習

室, 第３

実習室, 

第４実習

室, 総合

実習室 

CAD操作 下顎大臼歯フレームデザイン 安江 透, 上

條 真吾 
SBOs:9 

42-45 6/19 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

CAM操作 ジルコニアディスク切削 安江 透, 上

條 真吾 
SBOs:10 
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実習室, 

総合実習

室 
46-51 6/20 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ジルコニア焼結  フレ

ーム調整 
ジルコニアフレームシンタリング  

上顎中切歯  メタルフレーム調

整 

安江 透 SBOs:11-13 

52-57 6/21 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

フレーム調整 上顎中切歯  メタルフレーム調

整 
安江 透 SBOs:12,13 

58-62 6/22 10:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

フレーム調整、CAM見

学 
上顎中切歯  メタルフレーム調

整   Aadva（GC R&D Center） 
安江 透 SBOs:10,12,13 

63-68 6/26 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

フレーム調整 下顎大臼歯  ジルコニアフレー

ム調整 
安江 透 SBOs:13,14 

69-74 6/27 09:00-15:50 CAD/CA

M演習

室, 第３

実習室, 

第４実習

室, 総合

実習室 

CAD/CAM冠 下顎大臼歯支台歯スキャニング、

設計、STLデータ作成 
安江 透 SBOs:25 

75-77 6/28 11:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

CAD/CAM冠 CAM加工 安江 透 SBOs:26 

78-83 6/29 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

CAD/CAM冠 調整、研磨 安江 透 SBOs:27 

84-87 7/3 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

シェードマッチング、口

腔内撮影 
シェードガイド、クリスタルアイ、  

口腔内カメラ撮影 
安江 透 SBOs:17-19 

88-91 7/4 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

陶材築盛 パウダーの種類、水分コントロー

ル、コンデンス 
安江 透 SBOs:15,16 
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室 
92-96 7/5 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛 築盛練習 前歯部 安江 透 SBOs:20-22 

97-

100 
7/6 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛 築盛練習 臼歯部 安江 透 SBOs:20-22 

101-

106 
7/11 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛 色調表現練習 安江 透 SBOs:20,21,23 

107-

111 
7/12 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛・焼成 上顎中切歯  メタルセラミックス  

AAA （内部ステイン法）築盛・焼

成 

安江 透 SBOs:20-22 

112-

115 
7/13 11:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛・焼成 上顎中切歯  メタルセラミックス  

AAA （内部ステイン法）築盛・焼

成 

安江 透 SBOs:20-22 

116-

121 
7/18 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛・焼成 下顎大臼歯  オールセラミックス  

ヴィンテージZR築盛・焼成 
安江 透 SBOs:20,21,23 

122-

126 
7/19 09:00-14:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛・焼成 下顎大臼歯  オールセラミックス  

ヴィンテージZR築盛・焼成 
安江 透 SBOs:20,21,23 

127-

132 
7/20 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

形態修正 上顎中切歯、下顎大臼歯の形態修

正 
安江 透 SBOs:24 

133-

135 
7/24 13:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

形態修正、艶出し 形態修正、ステイン、グレーズ、機

械研磨 
安江 透 SBOs:24 

 

授業方法 

実習、演習 

成績評価の方法 
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製作作品、出席状況、実習態度により総括的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

実習予定表および実習書を事前に確認し、当日行う実習内容を把握しておく。 

Web Classに資料がアップされているときには、事前に確認しておく。 

教科書 

最新歯科技工士教本 歯冠修復技工学／全国歯科技工士教育協議会 編：医歯薬出版，2017 

参考書 

CAD/CAM デンタルテクノロジー／日本歯科 CAD CAM 学会, 全国歯科技工士教育協議会 監修,末瀬一彦, 宮﨑隆 編,：医歯薬出版，

2012 

メタルセラミックス築盛の基礎 : カラーアトラス／山本真 著：クインテッセンス出版，1989 

ザ・メタルセラミックス : カラーアトラス／山本真 著：クインテッセンス出版，1982 

・「最新CAD/CAMレストレーション」 三浦宏之・宮崎 隆 編 補綴臨床別冊 医歯薬出版 2008 

・「メタルフリーレストレーションとCAD/CAM技工の最前線」 細川隆司・山下恒彦 編 歯科技工別冊 医歯薬出版 2007 

履修上の注意事項 

事前に資料の配付、Web Classへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

備考 

授業担当教員 

・安江 透 

・上條真吾 

連絡先 

安江 透:yasue.fpoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

安江 透:随時 
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時間割番号 023548 

科目名 インプラント工学実習 

担当教員 安江 透, 上條 真吾, 林 政利 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：インプラント工学実習 

時間数：４５時間 

授業形態：実習、演習 

主な講義場所 

第3実習室、第4実習室、CAD/CAM演習室、ポーセレン室、総合実習室 

授業の目的、概要等 

歯科用CAD/CAMシステムを応用してインプラントアバットメントおよび上部構造の設計製作を行うことにより、インプラント治療の基礎

および生体親和性に優れた修復物を製作する基本的な技術力を養う。また、インプラントシステムに数多くある技工パーツの、それぞ

れの使用目的と使用法および材料特性を理解する。 

授業の到達目標 

1．インプラントの埋入手術を擬似体験する。 

2．インプラント用個人トレーの特徴を説明する。 

3．インプラント作業用模型の製作方法を説明する。 

4．インプラント修復物製作に必要な高精度の作業用模型を製作する。 

5．インプラント修復物に与えるべき咬合関係を説明する。 

6．インプラント修復物に与えるべき歯冠形態を再現する。 

7．上部構造体の形態を考慮したアバットメントを設計する。 

8．サポートエリアおよび陶材築盛量を考慮したフィニッシングライン設計および窓開けをする。 

9．歯科用CADシステムを用いて、ダブルスキャンによるコーピングを設計する。 

10．歯科用CAMを用いて、ジルコニアコーピングを切削加工する。 

11．専用ファーネスを用いて、ジルコニアコーピングのシンタリングを行う。 

12．ジルコニアを加工する際の切削用ポイントを適切に選択し使用する。 

13．ジルコニアコーピングをカスタムアバットメントに精密に調整適合させる。 

14．サポートエリアを十分確保した陶材築盛面を調整および形成する。 

15．修復物の最終歯冠形態をイメージして、陶材を築盛する。 

16．異なる種類の陶材を混ぜあうことなく積層する。 

17．陶材の特徴を理解して、目標とする色調を表現する。 

18．隣接面コンタクト調整および咬合調整を行い歯列模型に正確に適合させる。 

19．インプラント上部構造に与えるべき歯冠形態を形態修正で表現する。 

20．生体親和性を考慮した表面性状を艶出し操作によって与える。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-6 6/15 09:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

インプラントの埋入 模型によるインプラント埋入術式

の体験、  オープントレーの製

作、印象採得、石膏注入 

安江 透, 上

條 真吾 
SBOs:1,2 

7-10 6/25 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

作業用模型製作 シリコーン印象への石膏注入、ダ

ウエルピン植立、二次石膏・三次

石膏操作 

安江 透, 林 

政利 
SBOs:3,4 

11-14 7/2 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

咬合器装着、歯冠回復 作業用模型調整、咬合器装着、歯

型分割、歯冠回復 
安江 透, 林 

政利 
SBOs:5,6 
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総合実習

室 
15-18 7/9 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

カスタムアバットメント形

成 
カスタムアバットメント形状の完成 安江 透, 林 

政利 
SBOs:7 

19-22 7/23 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

上部構造体フレーム形

成 
ジルコニアアバットメント上での歯

冠回復、窓開け 
安江 透, 林 

政利 
SBOs5,6,8 

23-26 10/1 13:00-16:50 CAD/CA

M演習

室, 第３

実習室, 

第４実習

室, 総合

実習室 

CAD操作、CAM操作 DentalWingsシステムによるスキ

ャニング、ディスク削り出し 
安江 透, 上

條 真吾 
SBOs:9,10 

27-30 10/15 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ジルコニア焼成 シンタリング 安江 透 SBOs:11 

31-34 10/22 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

ジルコニアフレーム調

整 
ジルコニアアバットメントへの適合

確認・調整、フレーム形状の調整・

研磨 

安江 透 SBOs12-14 

35-38 10/29 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛 イニシャル築盛（単色築盛法） 安江 透 SBOs:15-17 

39-41 11/5 13:00-15:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

陶材築盛 イニシャル築盛（単色築盛法） 安江 透 SBOs:15-17 

42-45 11/12 13:00-16:50 第３実習

室, 第４

実習室, 

総合実習

室 

形態修正、艶出し・研磨 形態修正、ステイニング、グレー

ズ、機械研磨 
安江 透 SBOs:18-20 

 

授業方法 

実習、演習 

成績評価の方法 

出席状況、授業態度、レポート、筆記試験を総合的に評価し合否を判定する。 

準備学習などについての具体的な指示 
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実習予定表および実習書を事前に確認し、当日行う実習内容を把握しておくこと。 

WebClassに資料がアップされたときは、事前に確認しておくこと。 

教科書 

最新歯科技工士教本 歯冠修復技工学／全国歯科技工士教育協議会 編：医歯薬出版，2017 

参考書 

インプラント歯学の実際／Ashok Sethi・Thomas Kaus 著 瀬戸 皖一・佐藤 淳一訳：クインテッセンス出版，2006 

CAD/CAM デンタルテクノロジー／日本歯科 CAD CAM 学会, 全国歯科技工士教育協議会 監修,末瀬一彦, 宮﨑隆 編,：医歯薬出版，

2012 

メタルセラミックス築盛の基礎 : カラーアトラス／山本真 著,：クインテッセンス出版，1989 

ザ・メタルセラミックス : カラーアトラス／山本真 著,：クインテッセンス出版，1982 

・歯科技工別冊「インプラントの技工」 市川哲雄・渡邉文彦 編 医歯薬出版 2004 

・歯科技工別冊「メタルフリーレストレーションとCAD/CAM技工の最前線」 細川隆司・山下恒彦 編 医歯薬出版 2007 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布、Web Classへのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。 

備考 

授業担当教員 

・安江 透 

・上條真吾 

・林 政利 

連絡先 

安江 透:yasue.fpoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

安江 透:随時 
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時間割番号 023549 

科目名 小児歯科工学 

担当教員 青木 和広, 宮新 美智世, 上原 智己, 土橋 なつみ 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：小児歯科工学 

時間数：30時間 

授業形態：講義、実習 

主な講義場所 

第1講義室、第3実習室 

授業の目的、概要等 

小児の心身の成長・発達をふまえ、発達期口腔保健の意義および発達期口腔疾患の特徴、予防・治療法を理解する。 

授業の到達目標 

１．歯の萌出と乳歯･幼若永久歯の特徴を理解する。 

２．歯列咬合と顎・顔面頭蓋の成長過程を理解する。 

３．小児歯科疾患と治療の概要を理解する。 

４．小児歯科治療に用いる咬合誘導を概説できる。 

５．出生から青少年期までの心身の成長・発達を理解する。 

６．小児の情緒と社会性の発達を理解する。 

７．摂食機能と言語機能の発達過程を理解する。 

８．小児期歯科におけるチーム医療を理解する。 

９．歯科治療時の小児の行動への対応法を理解する。 

10．小児に特有な心身の問題とその解決策を概説できる。 

11．小児歯科治療に用いる装置の目的および構成を説明する。 

12．小児歯科治療に用いる装置の製作法を理解し、製作する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 10/3 09:00-11:50 第１講義

室 
発達期の歯と口腔 小児

の成長発育、機能の発

達 

歯の萌出と乳歯･幼若永久歯の特

徴 成長発育の特徴、身体の発育

とその評価、器官の発育、運  

動・感覚機能の発達、情緒・社会性

の発達、保隙の意義と目  的 

宮新 美智世 SBOs:1,5,6,10 

4-7 10/3 13:00-16:50 第３実習

室 
小児の治療、小児の歯

冠修復 咬合誘導装置 

保隙装置 

治療の目的、乳歯う蝕の特徴とそ

の処置 歯冠修復の特徴と種類

（成形修復・インレー・被覆冠） 

上原 智己, 

土橋 なつみ 
SBOs:11,12 

8-9 10/10 13:00-14:50 第１講義

室 
小児の歯科疾患 小児

の生理的特徴、摂食機

能と言語機能の発達 

小児歯科疾患の特徴 原始反射、

哺乳に関する反射、小児の生理的

特徴、栄養摂取と摂食機能の発

達、哺乳期、離乳期、幼児期、児

童・生徒期、発達期の食の問題、

言語の基礎知識、言語の発達、発

達期にみられる構音障害 

宮新 美智世 SBOs:3,7,10 

10-11 10/10 15:00-16:50 第３実習

室 
保隙装置・スペースリゲ

ーナー 保隙装置・スペ

ースリゲーナーの製作

法 

保隙装置の種類と分類（ディスタ

ルシュー、舌側弧線型保隙装置、

クラウンループ）、スペースリゲー

ナーの目的、装置の構成 クラウ

ンループ・スペースリゲーナー装

置の製作法 

上原 智己, 

土橋 なつみ 
SBOs:11,12 

12 10/17 11:00-11:50 第１講義

室 
小児歯科の症例 顎・顔

面頭蓋、歯列・咬合の発

小児歯科の症例紹介（酸蝕、外傷

を含む）、治療における歯科医療

宮新 美智世 SBOs:2,3,8 
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育 従事者の役割・チーム医療 頭蓋

の構成要素と相対的発育、頭蓋発

育の機構と評価法、側貌頭部エッ

クス線規格写真計測による日本人

小児の咬合評価、歯列発育の評

価法、咬合誘導の概念と装置の種

類 
13-16 10/17 13:00-16:50 第３実習

室 
保隙装置の製作 クラウンループ・可撤保隙装置の

作製 
上原 智己, 

土橋 なつみ 
SBOs:11,12 

17-19 10/24 09:00-11:50 第１講義

室 
小児歯科治療と咬合誘

導装置 発達期の口腔

疾患と歯科的対応 

小児歯科治療に用いられる咬合

誘導１ 乳歯・幼若永久歯の特徴、

歯・歯数・萌出の異常、乳歯う蝕の

特徴、小児う蝕の実態、重症乳歯

う蝕の為害作用、青少年期の  う

蝕、発達期の歯周疾患、不正咬

合、口腔軟組織疾患の原因と予

防、不良習癖、咬合誘導 

宮新 美智世 SBOs:3,4 

20-23 10/24 13:00-16:50 第３実習

室 
動的咬合誘導 動的咬合

誘導装置の製作法 
動的咬合誘導の意義と目的、口腔

習癖除去装置の目的・構造・製作

法動的咬合誘導装置の製作法 

上原 智己, 

土橋 なつみ 
SBOs:11,12 

24-26 10/31 09:00-11:50 第１講義

室 
小児歯科治療と咬合誘

導装置 小児歯科治療時

の小児行動への対応法 

小児歯科治療に用いられる咬合

誘導装置２ 小児の歯科診療時の

留意事項（診療環境の整備、小児

歯科治療三角、コミュニケーション

の確立）、小児の情動の特徴、行

動変容法、強制的な行動抑制 

宮新 美智世 SBOs:3,4,9 

27-30 10/31 13:00-16:50 第３実習

室 
動的咬合誘導床 動的咬

合誘導床の製作 咬合

誘導装置に用いる維持

装置 

誘導床の目的、装置の構造、誘導

床の製作 咬合誘導装置に用いる

維持装置の種類と製作法 

上原 智己, 

土橋 なつみ 
SBOs:11,12 

 

成績評価の方法 

筆記試験および授業態度、実習における作品評価により総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

参考書 

小児歯科技工学 = Dental Technology for Pedodontic Appliances／全国歯科技工士教育協議会 編集,内川喜盛, 白瀬敏臣, 尾﨑順男 

著：医歯薬出版，2017 

最新歯科衛生士教本「小児歯科」／全国歯科衛生士教育協議会監修 松井恭平ほか編：医歯薬出版，2009 

備考 

本科目は、各回とも、１限は口腔保健工学専攻のみ、２～３限は口腔保健衛生学専攻２年生と合同で授業を実施する。 

連絡先 

青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

宮新 美智世:miyashin.dohs@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

宮新 美智世:随時（かならず事前に連絡をすること） 

歯科棟北11階小児歯科分野長室   電話03－5803－5540 
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時間割番号 023550 

科目名 発育口腔工学 

担当教員 青木 和広, 上條 真吾, 篠塚 修, 上原 智己, 土橋 なつみ 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：発育口腔工学 

時間数：15時間 必修1単位 

授業形態：講義、実習 

主な講義場所 

2号館2階 第1講義室、2号館4階 第3実習室、障がい者施設 

授業の目的、概要等 

障害者口腔保健センターの見学を通して、患者の口腔内状況、治療内容と口腔内装置の実際を理解する。 

授業の到達目標 

１．障害者施設訪問に際する心がまえを理解する。 

２．障害者施設で利用者のプログラムに参加し、障害者理解を深めるとともに、利用者の口腔状況と口腔内装置の実際を理解する。 

３．見学実習を通して歯科技工のニーズを把握する。 

４．小児歯科治療に用いる装置の目的および構成を説明する。 

５. 小児歯科治療に用いる装置の製作法を理解し、製作する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 10/1 10:00-11:50 第１講義

室 
障害者歯科学概論 施設見学実習に備えて 篠塚 修 SBOｓ1 

3-10 10/9 09:00-17:50 第１講義

室 
障がい者施設実習 障がい者施設見学実習 上條 真吾, 

青木 和広 
SBOｓ1-3 

11-13 10/10 09:00-11:50 第３実習

室 
小児歯科学実習 小児

の治療、小児の歯冠修

復 咬合誘導装置 保隙

装置 

治療の目的、乳歯う蝕の特徴とそ

の処置 歯冠修復の特徴と種類

（成形修復・インレー・被覆冠） 咬

合誘導の概念と装置の種類（保隙

装置、スペースリゲーナー、口腔

習癖除去装置） 保隙の意義と目

的 

上原 智己, 

土橋 なつみ 
SBOｓ4,5 

14-15 10/17 09:00-10:50 第３実習

室 
小児歯科学実習 保隙装

置・スペースリゲーナー  

保隙装置・スペースリゲ

ーナーの製作法 

保隙装置の種類と分類（ディスタ

ルシュー、舌側弧線型保隙装置、

クラウンループ）、スペースリゲー

ナーの目的、装置の構成 クラウ

ンループ・スペースリゲーナー装

置の製作法 

上原 智己, 

土橋 なつみ 
SBOｓ4,5 

 

成績評価の方法 

12 月 21 日の発表内容（50 点）およびレポート評価（50 点）に加え、日頃の出席状況、授業や実習における態度を加味して総合的に評

価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

参考書 

障害者歯科／全国歯科衛生士教育協議会 監修/向井美惠 ほか 著,：医歯薬出版，2013 

スペシャルニーズデンティストリー障害者歯科／日本障害者歯科学会 編,：医歯薬出版，2009 

履修上の注意事項 

見学実習発表会は、12月21日（金）の 2年生特別研修報告会後に行う予定。 

連絡先 

青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

篠塚 修:o.shinozuka.dpd@tmd.ac.jp 
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上條 真吾:s-kamijoh.itoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

篠塚 修:オフィスアワーは特に定めないが、事前に連絡してから訪問すること。 

 

10号館3階障害者歯科学分野准教授室 

上條 真吾:メールにて面談の日程を調整すること 
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時間割番号 023551 

科目名 矯正歯科工学 

担当教員 青木 和広, 松本 芳郎 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 3 

科目名：矯正歯科工学 

時間数：45時間 

授業形態：講義、実習 

主な講義場所 

第1講義室、第3実習室 

授業の目的、概要等 

顎顔面頭蓋の成長発育ならびに不正咬合の原因・診断・治療について理解し、矯正歯科治療に必要な装置製作に関する知識と基本的

技能を修得する。 

授業の到達目標 

1．顎顔面の成長発育と正常な歯列咬合の状態を理解する。 

2．不正咬合の分類・種類・原因とその影響を理解する。 

3．矯正歯科の診断・治療法を概説する。 

4．矯正歯科装置の必要条件・分類・種類と使用法を説明する。 

5．矯正歯科装置の製作法を理解する。 

6．歯科矯正治療におけるチーム医療を理解する。 

7．矯正歯科装置の必要条件・分類・種類と使用法を説明する。 

8．矯正歯科装置の製作法を理解する。 

9．歯科矯正治療におけるチーム医療を理解する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 10/15 09:00-11:50 第１講義

室 
矯正歯科工学序論  成

長発育  正常咬合と不

正咬合 

歯科矯正学の歩み、不正咬合によ

る障害と矯正歯科治療の意義、矯

正歯科治療における矯正歯科技

工の意義  成長発育概論、顎顔面

頭蓋の成長発育、歯列・咬合の成

長発育  正常咬合、不正咬合とそ

の分類 

松本 芳郎 SBOs:1-6 

4-6 10/22 09:00-11:50 第１講義

室 
不正咬合の原因・予防と

生物学的背景  矯正歯

科治療の進め方 

不正咬合の原因と予防、矯正力に

伴う生体反応  矯正歯科治療の

流れと歯科技工の関わり、形態分

析・機能分析  矯正用口腔模型、

口腔内写真、顔面規格写真、各種

X線写真、頭部X線規格写真、各

種機能検査と分析、 

松本 芳郎 SBOs:2,3 

7-9 10/29 09:00-11:50 第１講義

室, 第３

実習室 

矯正装置の必要条件と

分類  矯正用口腔模型

の製作法    矯正用口

腔模型の製作 

矯正装置の必要条件、矯正装置

の分類  矯正用口腔模型（平行模

型・顎態模型・セットアップモデル）  

印象採得、石膏注入（模型、セット

アップ、保定装置） 

松本 芳郎 SBOs:4-6 

10-12 11/5 09:00-11:50 第１講義

室, 第３

実習室 

矯正技工用器具と材料  

歯科技工の基本的手技

1 

矯正技工用器具と材料  ワイヤー

ベンディング 
松本 芳郎 SBOs:4,5 

13-15 11/12 09:00-11:50 第１講義

室, 第３

実習室 

各種固定式矯正装置の

使用法、製作法  矯正

技工の基本的手技2、舌

舌側弧線装置、顎間固定装置、リ

ップバンパー、ナンスのホールデ

ィングアーチ、側方拡大装置  自

松本 芳郎 SBOs:5,6 
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側弧線装置（リンガルア

ーチ）の製作1 
在ろう着、STロック維持管ろう着 

16-18 11/19 09:00-11:50 第１講義

室, 第３

実習室 

舌側弧線装置の製作2 STロック維持管ろう着、STロック

脚部屈曲 
松本 芳郎 SBOs:5 

19-21 12/10 09:00-11:50 第１講義

室, 第３

実習室 

舌側弧線装置の製作3 STロック脚部屈曲、主線屈曲、ろ

う着 
松本 芳郎 SBOs:5 

22-24 12/17 09:00-11:50 第１講義

室, 第３

実習室 

各種床矯正装置、保定

装置の使用法、製作法  

保定装置の製作1 

咬合拳上板、咬合斜面板、スライ

ディングプレート、ホーレーの保

定装置、トゥースポジショナー、ラ

ップアラウンドリテーナー、犬歯間

リテーナー、FSWリテーナー   

ワイヤー屈曲 

松本 芳郎 SBOs:5 

25-27 1/7 09:00-11:50 第１講義

室, 第３

実習室 

保定装置の製作2 ワイヤー屈曲・ろう着、即重レジン

重合 
松本 芳郎 SBOs:5 

28-33 1/21 09:00-15:50 第１講義

室, 第３

実習室 

保定装置の製作3 即重レジン重合、研磨 松本 芳郎 SBOs:5 

34-39 1/28 09:00-15:50 第１講義

室, 第３

実習室 

各種機能的装置の使用

法、製作法、構成咬合器

装着、顎間誘導線屈曲 

アクチバトール、バイオネーター、

ビムラーのアダプター、フレンケ

ルの装置他 

松本 芳郎 SBOs:7,8 

40-45 2/4 09:00-15:50 第１講義

室, 第３

実習室 

FKO（アクチバトール）

の製作、まとめ 
構成咬合器装着  誘導線屈曲、ワ

ックス床形成、即重レジン重合、研

磨  矯正歯科工学のまとめ 

松本 芳郎 SBOs:7-9 

 

成績評価の方法 

筆記試験および授業態度、実習の製作作品および授業態度により総合的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配布、e-learningへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

試験の受験資格 

講義時間の 2/3以上の出席、実習は 4分の 3の出席が単位取得の最低条件である。 

参考書 

矯正歯科技工学 = Dental Technology for Orthodontic Appliances／全国歯科技工士教育協議会 編集,後藤尚昭, 宇都宮宏充, 横山和良 

著,：医歯薬出版，2017 

歯科技工士のための実践矯正装置製作法／尾崎順男, 宇都宮宏充, 茂原宏美, 後藤尚昭 著,：クインテッセンス出版，2007 

チェアサイド・ラボサイドの新矯正装置ビジュアルガイド : 患者さんに渡せる装置の説明リーフレット付／後藤滋巳 編者代表,：医歯薬

出版，2015 

矯正歯科技工・小児歯科技工 : 歯科技工学実習トレーニング／関西北陸地区歯科技工士学校連絡協議会 編,：医歯薬出版，2011 

最新歯科矯正アトラス／井上直彦・鈴木祥井著：医歯薬出版，1984 

最新歯科矯正アトラス臨床編Ⅰ／井上直彦著：医歯薬出版，1982 

歯科矯正学／相馬邦道, 飯田順一郎, 山本照子, 葛西一貴, 後藤滋巳 編,：医歯薬出版，2008 

Contemporary Orthodontics／5th Ed., W. R. Proffit他著：ELSEVIER MOSBY，2013 

連絡先 

青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

松本 芳郎:y.matsumoto.orts@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 

松本 芳郎:随時 
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時間割番号 023552 

科目名 再建工学包括臨床実習Ⅰ 

担当教員 上條 真吾, 鈴木 哲也, 安江 透, 池田 正臣 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 4 

科目名：再建工学包括臨床実習Ⅰ 

時間数：180時間 必修4単位 

授業形態：実習 

主な講義場所 

2号館4階 第3実習室、総合実習室、重合鋳造室、歯学部附属病院外来 

授業の目的、概要等 

歯科医療チームの一員として診療参加型臨床実習を円滑に実践、遂行するための準備段階として必要な基本的態度・知識・技能を習得す

る。 

授業の到達目標 

１．医療人としての倫理観を身につける。 

２．多職種との連携に必要な事項を列挙する。 

３．臨床模型による歯科技工操作の留意点を説明する。 

４．臨床実習に必要となる基本的歯科技工技術を確実にする。 

５．歯学部附属病院における各診療科の特徴を理解する。 

６．製作上に必要な情報を取得し、整理する。 

７．症例に応じた補綴デザインを選択する。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-6 10/4 09:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ  オリエンテー

ション  白衣式 

オリエンテーション、白衣式 池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-3 

7-9 10/11 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

10-12 10/18 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

13-14 10/25 09:00-10:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

15-17 11/1 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

18-22 11/7 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

23-25 11/8 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:3,4,6,7 

26 11/16 11:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:3,4,6,7 

27-30 11/19 13:00-16:50 第３実習 再建工学包括臨床実習 臨床実習に必要となる基本的歯科 安江 透, 池 SBOs:3,4,6,7 
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室 PhaseⅠ 技工技術の確認 田 正臣, 上

條 真吾 
31-37 11/21 09:00-16:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:3,4,6,7 

38-40 11/22 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅠ 
臨床実習に必要となる基本的歯科

技工技術の確認 
安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:3,4,6,7 

41-45 11/26 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

46-50 11/27 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

51-55 11/28 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

56-60 11/29 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

61-65 11/30 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

66-70 12/3 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

71-75 12/4 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

76-80 12/5 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

81-85 12/6 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

86-90 12/7 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅡ 
歯学部附属病院の各診療科での

臨床実習 
池田 正臣, 

安江 透, 上

條 真吾, 鈴

木 哲也 

SBOs:1-5  各科

ローテーション 

91-97 12/12 09:00-16:50 第３実習 再建工学包括臨床実習 臨床模型を使った歯科技工技術 上條 真吾, SBOs:3,4,6,7 
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室 PhaseⅢ の習得 安江 透, 池

田 正臣 
98-10

0 
12/13 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

101-1

04 
12/17 13:00-16:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

105-1

07 
12/19 13:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

108-1

10 
1/7 13:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

111-1

13 
1/9 13:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

114-1

16 
1/10 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

117-1

22 
1/16 09:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

123-1

25 
1/18 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

126-1

28 
1/23 13:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

129-1

31 
1/24 13:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

132-1

34 
1/25 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

135-1

37 
1/30 13:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

138-1

43 
1/31 09:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

144-1

46 
2/1 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

147-1

49 
2/6 13:00-15:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

150-1

52 
2/7 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

SBOs:3,4,6,7 
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田 正臣 
153-1

55 
2/8 09:00-11:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

156-1

60 
3/4 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

161-1

65 
3/5 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

166-1

70 
3/6 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

171-1

75 
3/7 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

176-1

80 
3/8 09:00-14:50 第３実習

室 
再建工学包括臨床実習

PhaseⅢ 
臨床模型を使った歯科技工技術

の習得 
上條 真吾, 

安江 透, 池

田 正臣 

SBOs:3,4,6,7 

 

授業方法 

実習 

成績評価の方法 

・提出課題の評価（歯冠修復40点、有床義歯40点、レポート 20点）、および出席状況、実習態度を総合的に評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、Webclassへのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。 

履修上の注意事項 

・再建工学包括臨床実習PhaseⅡの具体的な班分け、詳細な日程は別に定める。 

連絡先 

上條 真吾:s-kamijoh.itoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

上條 真吾:メールにて面談の日程を調整すること 
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時間割番号 023554 

科目名 医療倫理 

担当教員 高橋 英和, 甲畑 宏子, 吉田 雅幸, 田中 智彦 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 1 

科目名：医療倫理 

時間数：15時間 

授業形態：講義・討論 

必修 

主な講義場所 

口腔保健工学専攻 第1講義室、口腔保健衛生学専攻 第３講義室 

授業の目的、概要等 

・医療倫理，研究倫理，技術倫理や個人情報保護について理解する。 

・薬害被害にいて理解する。 

授業の到達目標 

1．生命倫理について説明できる． 

2．倫理審査について説明する． 

3．個人情報保護の必要性を説明できる． 

4．医療倫理を説明できる。 

5. 技術者倫理および情報倫理について理解し、実践的な対応力を身につける 

6. 社会の現状および企業の仕組みを理解し、社会及び企業との関係において、技術者としてのあり方を身につける。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 5/8 09:00-10:50 第１講義

室 
生命倫理、倫理審査等

に関する講義 
倫理審査、研究倫理審査の必要性 甲畑 宏子 SBOs:1-6 

3-4 5/15 09:00-10:50 第１講義

室 
個人情報保護、医療倫

理等に関する講義 
個人情報保護、医療倫理等 吉田 雅幸 SBOs:１-6 

5-6 5/29 14:00-15:50 第１講義

室 
技術倫理とはなにか 技術倫理を学ぶ必要性 高橋 英和 SBOs:5,6 

7-8 7/10 10:00-11:50 第２講義

室 
技術倫理の実践 匠を考える１  技術者倫理と行動  

技術者倫理活動の実例  職業倫

理の実際を考える 1 

高橋 英和, 

田中 智彦 
SBOs:5,6 

9-10 7/17 10:00-11:50 第２講義

室 
技術倫理の実践 匠を考える２  技術者倫理と行動  

技術者倫理活動の実例  職業倫

理の実際を考える 1 

高橋 英和, 

田中 智彦 
SBOs:3-5 

11-12 7/24 10:00-11:50 第２講義

室 
技術倫理の実践 職業倫理の実際を考える 高橋 英和 SBOs:5,6 

13-15 12/10 13:00-15:50 共用講義

室2 
薬害被害に関する特別

講演 
薬害を通して医療倫理，技術倫理

を理解する 
高橋 英和 SBOs:1-6 

 

授業方法 

講義，討論 

成績評価の方法 

・出席状況、授業態度、レポート課題および発表の内容，総括試験から総合的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前の資料配付および e-learning 上へのアップロードがあった場合には、予習をして授業に臨むこと。e-learning（Web Class）を連絡等

に利用するので、チェックを怠らず、指示に従って課題および予習を行うこと。 

参考書 

技術者倫理 : 技術者として幸福を得るために考えておくべきこと／辻井洋行, 水井万里子, 堀田源治 著,：日刊工業新聞社，2016 

備考 

高橋 英和:あらかじメールにて面談時間を相談のこと 
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時間割番号 023555 

科目名 卒業研究Ⅰ 

担当教員 青木 和広, 堤 祐介, 石井 保志, 池田 正臣 

開講時期 後期 対象年次 3 単位数 2 

科目名：卒業研究Ⅰ 

時間数：60時間 

授業形態：講義・演習 

必修 

主な講義場所 

2号館2階第1講義室、情報検索室 

授業の目的、概要等 

「知と癒しの匠を創造し、人々の幸福に貢献する」という本学の基本理念を中心として、各学生の知的興味、将来の方向性に沿った歯

科技工領域研究、あるいは生物学と理工学の融合研究のテーマを検討し、実施に向けて、基本的な研究の進め方および先行研究の

検索方法と研究のまとめ方を理解する。 

授業の到達目標 

1．研究の進め方を理解する。 

2．EBM・EBHCの概念と研究者としての倫理観を理解する。 

3．論文の構成を理解する。 

4．理工学研究および生物学研究との融合研究の概念を理解する。 

5．本学の基本理念に沿って、論文の検索と科学的吟味を行い、今日までの知見を整理する。 

6．本学の基本理念を中心に各人の知的興味、将来の方向性に沿った研究テーマを設定する。 

7．研究実施にあたって必要となる倫理的配慮、個人情報保護および動物の扱いを理解する。 

8. 結論を導くために必要な統計処理について理解する。 

9．研究テーマ、目的に到達するための研究計画を作成する。 

10.論文検索から参考文献のライブラリー作成作業およびRefWorksを使った引用論文表示ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 10/5 13:00-15:50 第１講義

室 
卒業研究オリエンテー

ション 
卒業研究の概要、Evidence-based 

Medicine (EBM)と研究者としての

倫理観  生物学研究と理工学研

究との融合研究 

青木 和広 SBOs:1-4 

4-6 10/19 13:00-15:50 第１講義

室 
理工学研究とキャリアパ

ス 
修士、博士、大学教員となるまで

の研究への取り組みを紹介する  
青木 和広, 

堤 祐介 
SBOs:1-4 

7-10 10/26 13:00-16:50 第１講義

室 
研究成果報告会 4年生研究成果報告会に参加 青木 和広 SBOs:1-9 口腔保

健工学専攻教員 
11-13 11/2 13:00-15:50 第１講義

室, 情報

検索室 

文献検索1 文献検索の実施と論文読解1  基

本理念に沿って、研究テーマを策

定し、関連論文を収集する技術を

学ぶ 

青木 和広, 

石井 保志 
SBOs:1-5, 10 図

書・雑誌係の澁川

穂積主任 

14-16 11/9 13:00-15:50 第１講義

室, 情報

検索室 

文献検索2 文献検索の実施と論文読解2  基

本理念に沿って、論文を作成する

ために必要な参考文献の引用方

法について学ぶ 

青木 和広, 

石井 保志 
SBOs:1-5, 10 図

書・雑誌係の澁川

穂積主任 

17-19 11/16 13:00-15:50 第１講義

室 
文献検索3、研究テーマ

の検討 
文献検索の実施がサポートなしで

できるまで訓練する。基本理念に

沿った研究テーマの検討 

青木 和広 SBOs:1-6, 10 自

分のＰＣを持参す

ること 
20-25 12/14 09:00-15:50 第１講義

室, 特別

講堂 

研究実施の流れ 研究

テーマの検討 
研究計画の立て方、倫理的配慮・

個人情報の管理等の留意点等に

ついて研究テーマの検討  OH卒

青木 和広 SBOs:1,2, 6-8 
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研発表会参加 
26-30 12/21 09:00-14:50 第１講義

室 
特別研修報告 特別研修 2年生海外研修報告会

に参加、その後  高齢者施設、障

がい者施設訪問の発表会 

青木 和広 SBOs:2, 6 

31-33 1/9 09:00-11:50 第１講義

室 
研究計画に関する情報

収集 
4年生卒業作品発表会に参加 青木 和広 SBOs:1, 4, 5, 6 口

腔保健工学専攻

教員 
34-39 1/11 09:00-15:50 特別講堂 研究テーマの絞り込み 研究テーマの検討と絞り込み、関

連文献の検索  4年生卒業研究

発表会に参加 

青木 和広 SBOs:1-8 口腔保

健工学専攻教員 

40-42 1/18 13:00-15:50 第１講義

室 
研究計画書作成 研究計画書作成、  研究テーマの

設定と研究デザイン、データ処理

の方法、研究計画書について 

青木 和広 SBOs:9, 10 口腔

保健工学専攻教

員 
43-45 1/23 09:00-11:50 第１講義

室 
研究計画書作成 研究計画書作成 青木 和広 SBOs:9, 10 口腔

保健工学専攻教

員 
46-48 1/25 13:00-15:50 第１講義

室, 情報

検索室 

RefWorksを使った研究

計画書の作成 
研究計画書作成 青木 和広 SBOs:1 - 10 図

書・雑誌係の澁川

穂積主任  

RefWorksで作業

するためのワー

ドファイルと文献

関連ファイルを準

備をしてくること。  

必要に応じ自分

のＰＣを持参する

こと。 
49-51 1/30 09:00-11:50 第１講義

室 
卒業研究の実際 各指導者の下に実験の準備、倫

理審査書類、動物実験計画書など

の申請 

青木 和広 SBOs:1 - 10 口

腔保健工学専攻

教員 
52-54 2/1 13:00-15:50 第１講義

室 
卒業研究の実際 各指導者の下に実験の準備、倫

理審査書類、動物実験計画書など

の申請 

青木 和広 SBOs:1 - 10 口

腔保健工学専攻

教員 
55-57 2/6 09:00-11:50 第１講義

室 
統計その１ 卒業研究に用いる統計手法の概

要 
青木 和広, 

池田 正臣 
SBOs:8 

58-60 2/8 13:00-15:50 第１講義

室 
統計その２ 4年生の研究に具体的に使われ

た統計手法の概説 
青木 和広, 

池田 正臣 
SBOs:8 

 

授業方法 

反転授業を取り入れる。 

成績評価の方法 

出席状況、授業への取り組みや授業態度（10点）、課題提出内容（20点）、研究計画書（70点）から総合的評価を行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前の資料配付および e-learning上へのアップロードがあった場合には、予習をして授業に臨むこと。 

e-learning（Web Class）を連絡だけでなく、反転授業のためにも利用するので、チェックを怠らず、指示に従って課題および予習を行うこ

と。 

試験の受験資格 

4 分の 3 の出席が単位取得の最低条件。（各指導者の下で研究を始めた場合、卒業研究Ⅰの時間の居場所を指導教員に必ず明らか

にしておき、やむを得ぬ事情の時以外は、始めるとき、終わるときを直接指導教員に会って知らせること。臨床実習の時間に卒業研究

を当てる場合も考えられるが、カードだけでなく、はじめと終わりを指導教員に報告すること。報告がない場合は、卒業研究でも臨床実
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習でも欠席したものとみなす。また、就職活動により欠席する場合は、以下の２つの条件が満たされることにより、就職活動による欠

席を出席扱いとすることは周知事項に記載してあるとおりである；１．事前に担当教員に行き先を伝え許可を得る。２．就職活動後に説

明担当者名、連絡先、配布された資料、日時が記載された登録票や予約メールなどを担当教員に見せること。） 

参考書 

保健・医療のための研究法入門 : 発想から発表まで／Diana M.Bailey 著,朝倉隆司 監訳,朝倉京子 [ほか]訳,：協同医書出版社，2001 

Excelによる統計入門 : Excel 2007対応版／縄田和満 著,：朝倉書店，2007 

歯科衛生研究の進め方・論文の書き方／金澤紀子, 武井典子, 合場千佳子, 岩久正明 編,：医歯薬出版，2007 

SPSSによるやさしい統計学／岸学 著,オーム社開発局 企画編集,：オーム社，2012 

SPSSによるやさしいアンケート分析／小木曽道夫 著,オーム社開発局 企画編集,：オーム社，2012 

アット・ザ・ベンチ／Kathy Barker 著 中村 敏一 (訳)：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2005 

履修上の注意事項 

・本学の基本理念に常に立ち返り、主体的に卒業研究に取り組み、英語論文も積極的に検索、読解するよう心掛けること。  ・常に研究

指導教員と密接な連絡をとり、助言を得ながら調査、研究を進めること。 

備考 

青木の部屋の連絡先：03－5803－4641 

連絡先 

青木 和広: kazu.hpha@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

青木 和広: 随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 
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時間割番号 023558 

科目名 口腔保健工学エクスターンシップ 

担当教員  

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 1 

海外研修プログラムを履修した学生に、自由選択科目（卒業要件以外）の単位として１単位を認定する。 

成績評価の方法 

それぞれの海外研修プログラムの責任者が、学生の研修内容等を総合的に判定して合否をつけ、口腔保健学科教育委員会において

承認を受けた後、教授会で最終判定を行う。 

単位の取り扱いについては『口腔保健学科口腔保健工学専攻専門科目「口腔保健工学エクスターンシップ」に関する単位認定の取扱

い』を参照のこと。 

準備学習などについての具体的な指示 

外国での生活に支障をきたさないように語学の事前準備を行うこと． 

 

以下の履修上の注意事項に従うこと． 

試験の受験資格 

○単位認定条件 

１）海外研修奨励制度による研修プログラム 

(1) 語学能力(英語) 

語学検定における所定の点数の取得（TOEFL500 点以上）、もしくは事前の海外派遣英語準備コース（歯科英語）を履修後に本学オリ

ジナルの語学試験を受けて合格、の２つの中から、どちらかの基準をクリアすること。 

(2) 海外渡航時の注意事項、危機管理に関する研修（講義）の履修 

(3) 研修報告書の提出 

   日本語および英語（詳細は別に定める） 

(4) 研修報告会における発表 

   研修報告会が開催されるときは、研修報告のプレゼンテーションを行う。 

(5) 本学および海外の担当教員による学生評価の成績（可以上） 

２）その他の海外研修プログラム（口腔保健学科教育委員会が認めたもの） 

(1) 語学能力(英語) 

  語学検定における所定の点数の取得（TOEFL500 点以上）、もしくは事前の海外派遣英語準備コース（歯科英語）を履修後に本学オ

リジナルの語学試験を受けて合格、の２つの中から、どちらかの基準をクリアすること。 

(2) 研修特別コースの履修 

  研修内容によって、特別に提供されるコースの履修（詳細は別に定める） 

(3) 海外における生活上の注意、危機管理に関する研修（講義）の履修 

(4) 研修報告書の提出 

  日本語および英語（詳細は別に定める） 

(5) 研修報告会における発表 

  研修報告会が開催されるときは、研修報告のプレゼンテーションを行う. 

(6) 本学および海外の担当教員による学生評価の成績（可以上） 

履修上の注意事項 

１．海外研修プログラムを履修した学生に、自由選択科目（卒業要件以外）の単位として１単位を認定する。  ２．単位認定の対象とな

る海外研修プログラムは以下のプログラムとする。各プログラムにおける単位認定条件は別に定める。  １） 大学海外研修奨励制度

（事前研修を含む。）  ２） その他の海外研修プログラム（口腔保健学科教育委員会が認めたもの）  ３．所定のプログラムを終了した

学生に対し、口腔保健学科教育委員会の議を経て、歯学部教授会が単位を認定する。但し、同一年次・年度で認定できる単位は１単位

を上限とする。また、「その他の海外研修プログラム」に該当するプログラムで認定できる単位は、プログラムの内容・年次・年度・回数

に限らず、在学期間を通じて１単位とする。 
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時間割番号 023519 

科目名 画像解析学 

担当教員 高橋 英和, 吉野 教夫, 木村 健二 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：画像解析学概論 

時間数：１５時間 

授業形態：講義,討論 

選択 

主な講義場所 

2号館 第2講義室 

授業の目的、概要等 

放射線の性質や、顎顔面口腔領域で利用される画像検査法の種類、特徴および適応を理解する。 

授業の到達目標 

1. 顔面頭蓋部撮影画像を基にPC上で加工ができる。 

2． 放射線の種類、性質、測定法、単位を説明できる。 

3. エックス線の発生と画像形成の原理を説明できる。 

4. エックス線フィルムおよび増感紙の構造と性質を説明できる。 

5. エックス線写真処理の原理と方法を説明できる。 

6. デジタルラジオグラフィーの原理および特徴を説明できる。 

7. 口内法エックス線撮影の種類を列挙し、それぞれの方法および適応を説明できる。 

8. パノラマエックス線撮影の原理、方法および適応を説明できる。 

9. 顔面頭蓋部撮影の種類を列挙し、それぞれの方法および適応を説明できる。 

10. 歯科用コーンビームCT、CT、MRI、超音波検査の原理と顎顔面口腔領域における適応を説明できる。 

11. 歯科用インプラントのためのステント作成とそのステントを用いるCTについて説明できる。 

12. 各種画像に見られる顎顔面口腔領域の正常像について説明できる。 

13. 各種画像に見られる顎顔面口腔領域の異常所見を指摘できる。 

14. 放射線の人体に対する影響を説明できる。 

15. がんの放射線治療とその補助装置を説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 4/11 13:00-15:50 第３講義

室 
エックス線写真の原理 放射線の種類と性質  エックス線

画像形成の原理  エックス線写真

処理の原理  デジタルラジオグラ

フィーの原理 

吉野 教夫 SBO's: 1-5 

4-6 4/18 13:00-15:50 第３講義

室 
歯科用エックス線撮影

の種類と原理 
口内法エックス線撮影の種類  パ

ノラマエックス線撮影の原理  顔

面頭蓋部撮影の種類  歯科用コ

ーンビームCTほか  インプラン

トのためのステントとCT 

吉野 教夫 SBO's: 6-10 

7-9 4/25 13:00-15:50 第３講義

室 
顎顔面口腔領域の正常

像と異常像 
画像診断  正常像と異常所見 吉野 教夫 SBO's: 11,12 

10-12 5/2 13:00-15:50 第３講義

室 
放射線の人体への影響

と放射線治療 
放射線の人体に対する影響  が

んの放射線治療とその補助装置 
吉野 教夫 SBO's: 13,14 

13-15 5/9 13:00-15:50 第３講義

室 
画像を用いた歯科技工 歯科技工と画像とデジタルデンテ

ィストリー 
木村 健二 SBO's: 1,11 

 

成績評価の方法 

・提出レポート、期末の客観試験で総括的評価を行う。 

・出席状況、授業態度を総括的評価に加味する。 
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準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料の配付、e-learningへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

歯科放射線学／岡野友宏, 小林馨, 有地榮一郎 編集,：医歯薬出版，2013 

歯科臨床における画像診断アトラス／日本歯科放射線学会 編,：医歯薬出版，2008 
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時間割番号 023532 

科目名 スポーツ歯科工学 

担当教員 大木 明子, 上野 俊明, 中禮 宏, 矢野 顕 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

選択科目 

主な講義場所 

口腔保健工学専攻 第3講義室、第2実習室、総合実習室、重合・鋳造室 

授業の目的、概要等 

スポーツと歯科保健医療、特にマウスガードの構造と製作法を理解する。 

授業の到達目標 

１．顎口腔領域のスポーツ外傷とその特徴を説明する。 

２．顎口腔領域のスポーツ外傷の予防について説明する。 

３．マウスガードの目的、種類、特徴について説明する。 

４．マウスガードの材料について説明する。 

５．マウスガードの構造と製作法について説明する。 

６．フェイスガードの構造と製作法について説明する。 

７．顎口腔系機能と身体運動機能の関連について説明する。 

８．スポーツ選手のおける顎口腔系の状態とその健康管理について説明する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 5/24 13:00-15:50 第３講義

室 
スポーツ歯科工学概論 スポーツ外傷の特徴と予防、顎口

腔系機能と身体運動機能の関連、

スポーツ選手の健康管理 

上野 俊明 SBOs：1-4 

4-6 5/31 13:00-15:50 第３講義

室 
マウスガードの製作法 マウスガードの目的、種類、材

料、製作法 
上野 俊明 SBOs：5-7 

7-9 6/7 13:00-15:50 第３講義

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

フェイスガードの製作法  

マウスガードの製作1 
フェイスガードの目的、構造、製作

法  模型調整・咬合器装着（実習） 
大木 明子, 

中禮 宏, 矢

野 顕 

SBOs：5-8 

10-12 6/14 13:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

マウスガードの製作2 EVAシート製マウスガードの製作

（実習） 
大木 明子, 

中禮 宏, 矢

野 顕 

SBOs：5-7 

13-15 6/21 13:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

マウスガードの製作3 ポリオレフィンシート製マウスガー

ドの製作、マウスガードの完成（実

習） 

大木 明子, 

中禮 宏, 矢

野 顕 

SBOs：5-7 

 

授業方法 

講義、実習 

成績評価の方法 

マウスガード 2種の評価（各10点ずつ合計20点） 

期末試験（80点） 

出席状況、授業態度を加味し、総合的に評価し合否を判定する。 

準備学習などについての具体的な指示 

事前に資料が配布またはWebClassにアップされた場合は予習してから講義に出席すること。9～15回はマウスガード製作について実

習を行うので、教科書１の本のスポーツマウスガードの製作をよく読んでから出席すること。 

試験の受験資格 

3分の 2以上の出席 

教科書 

要説スポーツ歯科医学／石上惠一, 上野俊明, 川良美佐雄, 前田芳信, 安井利一 編集,：医学情報社，2015 
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実践スポーツマウスガード : 製作・調整と競技別サポート／大山喬史 監修,上野俊明 編集,：医学情報社，2014 

参考書 

スポーツ歯科入門ハンドブック : 健康スポーツ歯科をめざして／安井利一, 杉山義祥 編著,姫野かつよ [ほか]著,：医学情報社，2009 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布、WebClass へのアップロード等があった場合には、予習して授業に臨むこと。  9～15 回には実習も行うので、イン

スツルメント器材を準備しておくこと。 
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時間割番号 023533 

科目名 オーラルアプライアンス工学 

担当教員 鈴木 哲也, 秀島 雅之, 西山 暁 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

主な講義場所 

2号館3階 第3講義室 

2号館4階 第2実習室 

授業の目的、概要等 

顎関節症、睡眠時無呼吸症などの治療に用いるスプリントの意義と製作法を修得する。 

授業の到達目標 

１．睡眠時無呼吸症候群(Sleep Apnea Syndrome：SAS)の症状について説明する。 

２．SASの治療法について説明する。 

３．SASに用いるスリープスプリント（Oral Appliance: OA）の製作法について説明する。 

４．顎関節症の症状について説明する。 

５．顎関節症の治療法について説明する。 

６．顎関節症に用いるスプリントの製作法について説明する。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 4/10 09:00-10:50 第３講義

室 
睡眠時無呼吸症候群

(SAS)とは 
SASの医学的背景  医科との連

携と歯科での対応 
鈴木 哲也, 

秀島 雅之 
SBOs 1 

3-5 4/17 09:00-11:50 第３講義

室, 第２

実習室 

SASの治療法 SASの治療法  SAS用スプリント

（OA）の種類と材料，設計 
秀島 雅之 SBOs 2 

6-8 4/24 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

SAS用OAの製作法 OA作製に用いる模型  OAの印

象，咬合採得  OAの設計と作製・

調整法 

秀島 雅之 SBOs 3 

9-10 5/10 09:00-10:50 第３講義

室 
顎関節症の症状 顎関節症の臨床症状  顎関節症

の原因 
西山 暁 SBOs 4 

11-12 5/17 09:00-10:50 第３講義

室, 第２

実習室 

顎関節症の治療法 顎関節症の治療法  スタビライゼ

イションスプリント  その他のスプ

リント 

西山 暁 SBOs 5 

13-15 5/24 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

顎関節症に用いるスプ

リントの製作法 
スタピライゼイションスプリントの

作製  スタピライゼイションスプリ

ントの調整 

西山 暁 SBOs 6 

 

授業方法 

講義、実習 

成績評価の方法 

筆記試験（70点）、製作物（10点）に出席状況（10点）、授業態度（10点）を加味して評価する。 

準備学習などについての具体的な指示 

 

参考書 

写真でマスターする顎関節症治療のためのスプリントのつくり方・つかい方／鱒見進一, 皆木省吾 編著,：ヒョーロン・パブリッシャー

ズ，2011 

履修上の注意事項 

事前に資料の配布、WebClassへのアップロード等があった場合は、各自予習して授業に臨むこと。 

備考 

担当教員のオフィスアワー 

鈴木哲也 教授 メールにて日時を相談 suzuki.peoe@tmd.ac.jp 
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秀島雅之 准教授 メールにて日時を相談 m.hideshima.rpro@tmd.ac.jp 

西山 暁  講師 メールにて日時を相談 anishi.tmj@tmd.ac.jp 
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時間割番号 023547 

科目名 CAD/CAMシステム工学実習 

担当教員 上條 真吾, 池田 正臣, 瓜生 博伺, 平澤 龍一, 渡邉 健一 

開講時期 前期 対象年次 4 単位数 1 

科目名：CAD/CAMシステム工学実習 

時間数：45時間 必修1単位 

授業形態：実習 

主な講義場所 

2号館4階CAD/CAM実習室、第2実習室 

2号館3階CAD/CAM演習室 

授業の目的、概要等 

CAD/CAM 機器による補綴装置製作の流れを理解し、オーダー作成から実際の補綴装置製作に関する知識及び技術について修得す

る。 

授業の到達目標 

1. 歯科用CAD/CAMシステムの基礎知識を身につける。 

2. オーダーの作成を行う。 

3. 模型のスキャニングを行う。 

4. クラウンブリッジデータの作成を行う。 

5. インプラントデータの作成を行う。 

6. パーシャルデンチャーのメタルフレームを設計する。 

7. 総義歯を設計する。 

8. STLデータの出力を行う。 

9. CAM工程の基本操作を説明する。 

10. 歯科用CAD/CAMシステムの一連の操作を行う。 

11. 医用画像処理ソフトを操作する。 

12. ハンディ型3Dスキャナーによるスキャニングを行う。 

13．ハプティックデバイスを用いた 3Dモデリングを実施する。 

14. 三次元積層造形を行う。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 4/9 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
歯科用CAD/CAMシス

テムの概要 
歯科用CAD/CAMシステムの基

礎と可能性  一般用三次元装置

の説明 

池田 正臣, 

上條 真吾, 

瓜生 博伺 

SBOｓ 1 

4-6 4/16 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
CAD工程1 クラウンデータの作成  ブリッジ

データの作成 
池田 正臣, 

上條 真吾, 

平澤 龍一, 

渡邉 健一 

SBOｓ 2-4 

7-9 4/23 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
CAD工程2 インプラントデータの作成  PD、

FDデータの作成 
池田 正臣, 

上條 真吾, 

平澤 龍一, 

渡邉 健一 

SBOｓ 2,3,5-7 

10-12 5/7 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
医用画像処理ソフト  

3D触感モデリング 1 
手術支援モデル製作  ハプティッ

クデバイスの操作 
池田 正臣, 

上條 真吾, 

平澤 龍一, 

渡邉 健一 

SBOｓ 11,13 

13-15 5/14 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
3Dスキャニング  3D

触感モデリング2 
ハンディ型3Dスキャナーの操作  

ハプティックデバイスの操作 
池田 正臣, 

上條 真吾, 

平澤 龍一, 

渡邉 健一 

SBOｓ 12,13 
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16-18 5/21 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
三次元積層造形 3Dプリンターを用いた造形 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 14 

19-21 5/28 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
松風D2000 クラウンデータ、ブリッジデータ、

インプラントアバットメントデータ、

PDデータの作成 

上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-6,8  非

常勤講師：青木亮

一 
22-24 6/4 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
CAM工程 CAMソフトの操作  補綴装置の

切削加工 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 8-10 

25-27 6/11 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
課題演習1 課題データの作成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-10 

28-30 6/18 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
課題演習2 課題データの作成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-10 

31-33 6/25 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
課題演習3 課題データの作成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-10 

34-36 7/2 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
課題演習4 課題データの作成 上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-10 

37-39 7/9 09:00-11:50 CAD/CA

M演習室 
3,4年生合同実習 CADによる補綴デザイン  ハン

ディ型3Dスキャナーの操作  3D

触感モデリング 

上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-12 

40-42 7/10 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
3,4年生合同実習 CADによる補綴デザイン  ハン

ディ型3Dスキャナーの操作  3D

触感モデリング 

上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-12 

43-45 7/17 13:00-15:50 CAD/CA

M演習室 
3,4年生合同実習 3年生/三次元積層造形  4年生/

課題データ提出 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOｓ 1-12 

 

授業方法 

実習 

成績評価の方法 

・提出課題データの評価（上顎Cr25点、下顎Cr25点、Bri30点、PD20点）、および出席状況、実習態度を総合的に評価する。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

・事前に資料の配布、WebClassへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

参考書 

CAD/CAM デンタルテクノロジー／日本歯科 CAD CAM 学会, 全国歯科技工士教育協議会 監修,末瀬一彦, 宮﨑隆 編,：医歯薬出版，

2012 

基礎から学ぶ CAD/CAM テクノロジー／日本デジタル歯科学会, 全国歯科技工士教育協議会 監修,末瀬一彦, 宮﨑隆 編,：医歯薬出

版，2017 

履修上の注意事項 

メールにて面談の日程を調整すること。 

連絡先 

上條 真吾:s-kamijoh.itoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

上條 真吾:メールにて面談の日程を調整すること 
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時間割番号 023553 

科目名 再建工学包括臨床実習Ⅱ 

担当教員 安江 透, 大木 明子, 池田 正臣, 上條 真吾 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 10 

科目名：再建工学包括臨床実習Ⅱ 

時間数：４５０時間 

授業形態：実習、演習 

主な講義場所 

第２実習室、総合実習室、ポーセレン室、硬質レジン室 

授業の目的、概要等 

患者本位の歯科医療を実施するうえで必要となる、各種補綴装置および矯正装置等の製作、ならびに修理に関する知識・技能を習得

する。 

授業の到達目標 

1．医療人としての倫理観を身につける。 

2．多職種医療スタッフとの連携に必要な事項を列挙する。 

3．臨床実習に必要となる基本的歯科技工技術を確実に身につける。 

4．歯学部附属病院の診療システムおよび各診療科の特徴を理解する。 

5．歯学部附属病院各診療科の担当医の診療スタンスを理解する。 

6．当該実習日における最も効率的な作業計画を立案する。 

7．使用する材料の理工学的特長を理解し、効率的かつ確実性が高い技工作業を行う。 

8．症例に応じた補綴デザインを選択し、高品質な補綴物を製作する。 

9．医療人としての多職種連携の重要性および必要性について理解し、実践する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-3 4/9 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習オリエンテーション、ケ

ース配当、臨床実習 
安江 透 SBOs:1-8 

4-7 4/10 11:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

8-10 4/11 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

11-16 4/12 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

17-19 4/16 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

20-22 4/17 13:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

23-25 4/18 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

26-31 4/19 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

32-34 4/23 09:00-11:50 第２実習 再建工学包括臨床実習 臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 
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室, 総合

実習室 
PhaseⅣ 

35-37 4/24 13:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

38-40 4/25 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

41-46 4/26 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

47-52 5/1 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

53-55 5/2 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

56-58 5/7 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

59-64 5/8 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

65-67 5/9 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

68-71 5/10 11:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

72-74 5/14 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

75-80 5/15 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

81-86 5/16 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

87-90 5/17 11:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

91-92 5/21 13:00-14:50 CAD/CA

M演習

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習（D6との合同CAD実

習） 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs:1-8 

93-98 5/22 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 
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実習室 
99-

104 
5/23 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

105-

106 
5/28 13:00-14:50 CAD/CA

M演習

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習（D6との合同CAD実

習） 
上條 真吾, 

池田 正臣 
SBOs:1-8 

107-

112 
5/29 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

113-

118 
5/30 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透 SBOs:1-8 

119-

121 
5/31 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

122-

123 
6/4 13:00-14:50 CAD/CA

M演習

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習（D6との合同CAD実

習） 
池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

124-

129 
6/5 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

130-

135 
6/6 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

136-

138 
6/7 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

139-

140 
6/11 13:00-14:50 CAD/CA

M演習

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習（D6との合同CAD実

習） 
池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

141-

146 
6/12 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

147-

152 
6/13 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

153-

155 
6/14 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 
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156-

157 
6/18 13:00-14:50 CAD/CA

M演習

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習（D6との合同CAD実

習） 
池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

158-

163 
6/19 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

164-

169 
6/20 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

170-

172 
6/21 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

173-

174 
6/25 13:00-14:50 CAD/CA

M演習

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習（D6との合同CAD実

習） 
池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

175-

180 
6/26 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

181-

183 
6/27 09:00-11:50 第３講義

室, 第２

実習室, 

総合実習

室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
医歯学融合教育準備 大木 明子 SBOs:9 

184-

186 
6/27 13:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

187-

189 
6/28 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

190-

192 
7/2 13:00-15:50 第３講義

室 
再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
医歯学融合教育準備 大木 明子 SBOs:9 

193-

198 
7/3 09:00-15:50 鈴木章夫

記念講堂 
再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
医歯学融合教育 大木 明子 SBOs:9 

199-

204 
7/4 09:00-15:50 鈴木章夫

記念講堂 
再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
医歯学融合教育 大木 明子 SBOs:9 

205-

207 
7/5 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

208-

210 
7/9 13:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

211-

213 
7/10 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 
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実習室 
214-

219 
7/11 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

220-

222 
7/12 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

223-

225 
7/17 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

226-

231 
7/18 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

232-

234 
7/19 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

235-

240 
10/1 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

241-

246 
10/2 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

247-

251 
10/3 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

252-

257 
10/9 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

258-

262 
10/10 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

263-

268 
10/15 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

269-

274 
10/16 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

275-

279 
10/17 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

280-

285 
10/22 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

286-

291 
10/23 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

292-

296 
10/24 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 
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297-

302 
10/29 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

303-

308 
10/30 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

309-

313 
10/31 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾 
SBOs:1-8 

314-

319 
11/5 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

320-

325 
11/6 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

326-

330 
11/7 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

331-

336 
11/12 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 池田 正臣, 

上條 真吾, 

安江 透 

SBOs:1-8 

337-

342 
11/13 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

343-

347 
11/14 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

348-

353 
11/19 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

354-

359 
11/20 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

360-

364 
11/21 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

365-

370 
11/26 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

371-

375 
11/28 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

376-

381 
12/3 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

382-

387 
12/4 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

388- 12/5 09:00-14:50 第２実習 再建工学包括臨床実習 臨床実習 安江 透, 池 SBOs:1-8 
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392 室, 総合

実習室 
PhaseⅣ 田 正臣, 上

條 真吾 
393-

398 
12/10 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

399-

404 
12/11 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

405-

409 
12/12 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

410-

415 
12/17 09:00-15:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

416-

420 
12/19 09:00-14:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

421-

423 
1/7 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

424-

426 
1/10 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

427-

429 
1/15 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

430-

432 
1/16 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

433-

435 
1/17 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

436-

438 
1/18 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

439-

441 
1/21 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

442-

444 
1/22 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

445-

447 
1/23 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

448-

450 
1/24 09:00-11:50 第２実習

室, 総合

実習室 

再建工学包括臨床実習 

PhaseⅣ 
臨床実習 安江 透, 池

田 正臣, 上

條 真吾 

SBOs:1-8 

 

授業方法 

実習、演習 
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成績評価の方法 

・配当された臨床ケースへの取り組み、提出物を総合的に評価する。 

・出席状況、授業態度を評価に加味する。 

・再建工学包括臨床実習の最終成績判定は、ユニット「再建工学包括臨床実習Ⅰ」および「再建工学包括臨床実習Ⅱ」の評価を総合し

て行う。 

準備学習などについての具体的な指示 

実習予定表および実習書を事前に確認し、当日行う実習内容を把握しておく。 

Web Classに資料がアップされているときには、事前に確認しておく。 

履修上の注意事項 

事前に資料の配付、Web Classへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

備考 

授業担当教員 

・安江 透 

・池田正臣 

・上條真吾 

・口腔保健工学専攻教員 

・歯学部教員 

・歯科技工部職員 

連絡先 

安江 透:yasue.fpoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

安江 透:随時 
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時間割番号 023556 

科目名 卒業研究Ⅱ 

担当教員 青木 和広 

開講時期 通年 対象年次 4 単位数 3 

科目名：卒業研究Ⅱ 

時間数：90時間 

授業形態：実習 

主な講義場所 

口腔保健工学専攻研究室、2号館3階 第3講義室 

授業の目的、概要等 

「知と癒しの匠を創造し、人々の幸福に貢献する」という本学の基本理念を中心に、各学生の科学的興味、将来の方向性に沿って決定

したテーマについて、計画･立案に基づき研究を実施する。さらに、結果を整理分析し、論文にまとめ、発表することにより、研究への

理解と意欲を培う。 

授業の到達目標 

1．本学の基本理念を中心に策定した研究テーマについて、卒業研究Ⅰで策定した研究計画に基づき研究を実施できる。 

2．EBM・EBHCの概念と研究者しての倫理観を理解する。 

3．不測の事態が起こった場合に、指導教員と相談しながら、研究計画の変更ならびに立案を行うことができる。 

4．実験･調査などのデータを整理分析し、統計学的に解析できる。 

5．結果に基づき、新たな問題点と課題を抽出、提起できる。 

6．一連の研究成果を論文にまとめることができる。 

7. 自身の研究内容について、制限時間を考慮したわかりやすい口頭発表ができる。 

8．論文の抄録を英語で表現できる。 

9. 最後まで粘り強く立てた仮説を実証するために、やりぬく精神力を培う。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-5 4/13 09:00-14:50 第３講義

室 
研究計画の確認・研究

実施 
研究計画の確認・研究計画に基づ

く研究実施 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

5 
6-10 4/20 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータ収集 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

5 
11-15 4/27 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータ収集 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

5 
16-20 5/11 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータ収集 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

5 
21-25 5/18 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータ収集 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員 
26-30 5/25 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータ収集 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

5 
31-35 6/1 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータ収集 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

5 
36-40 6/8 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータの収集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
41-45 6/15 09:00-14:50 第３講義 研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ 青木 和広 口腔保健工学専
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室 ータの収集・整理・分析 攻教員  SBOs:1-

7 
46-50 6/22 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータの収集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
51-53 6/28 13:00-15:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータの収集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
54-58 6/29 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータの収集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
59-61 7/5 13:00-15:50 第３講義

室 
研究実施 研究計画に基づく研究の実施、デ

ータの収集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
62-66 7/6 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 研究の継続実施、研究データの収

集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
67-69 7/12 13:00-15:50 第３講義

室 
研究実施 研究の継続実施、研究データの収

集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
70-74 7/13 09:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 検討結果に基づく研究の実施、研

究データの収集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
75-77 7/19 13:00-15:50 第１講義

室 
中間発表 中間発表 青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

7 
78-80 7/20 11:00-14:50 第３講義

室 
研究実施 検討結果に基づく研究の実施、研

究データの収集・整理・分析 
青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

10 
81-84 10/26 13:00-16:50 第１講義

室 
研究成果報告会 研究成果報告会 青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

10 
85-90 1/11 09:00-15:50 特別講堂 発表会 発表会 青木 和広 口腔保健工学専

攻教員  SBOs:1-

10 
 

成績評価の方法 

・卒業研究中間報告会での発表により中間評価を行う。 

・平成30年10月26日に開催する研究成果報告会において最終発表に近い形で発表を行い、卒業論文完成に向かう。 

・研究成果報告会における反省を踏まえ、平成 31 年 1 月 11 日に開催する卒業研究発表会において最終的に研究をとりまとめた発表

を行う。 

・研究成果報告会および卒業研究発表会の発表は、口腔保健工学専攻全教員による評価を行う。 

・単位認定（3 単位）は、研究成果報告会（20 点）および卒業研究発表会（50 点）のプレゼンテーションに対する教員評価（合計 70 点）と

卒業研究論文の評価（20点）および各指導教員からの評価（10点）を加味して行う。 

・各課題のWebClass等への提出状況も評価に加味する。 

準備学習などについての具体的な指示 

卒業研究の授業時間だけでは研究時間が足りないので、課外時間も利用して文献検索、研究実施、データ処理等を行うこと。 

試験の受験資格 

原則4分の 3の出席で中間発表会、研究成果報告会、および卒業研究発表会において、発表することができる。 

（各指導者の下で研究を始めた場合、卒業研究Ⅱの時間の居場所を指導教員に必ず明らかにしておき、やむを得ぬ事情の時以外
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は、始めるとき、終わるときを直接指導教員に会って知らせること。臨床実習の時間に卒業研究を当てる場合も考えられるが、カードだ

けでなく、はじめと終わりを指導教員に報告すること。報告がない場合は、卒業研究でも臨床実習でも欠席したものとみなす。また、就

職活動により欠席する場合は、以下の２つの条件が満たされることにより、就職活動による欠席を出席扱いとすることは周知事項に記

載してあるとおりである；１．事前に担当教員に行き先を伝え許可を得る。２．就職活動後に説明担当者名、連絡先、配布された資料、

日時が記載された登録票や予約メールなどを担当教員に見せること。） 

参考書 

保健・医療のための研究法入門 : 発想から発表まで／Diana M.Bailey 著,朝倉隆司 監訳,朝倉京子 [ほか]訳,：協同医書出版社，2001 

Excelによる統計入門 : Excel 2007対応版／縄田和満 著,：朝倉書店，2007 

歯科衛生研究の進め方・論文の書き方／金澤紀子, 武井典子, 合場千佳子, 岩久正明 編,：医歯薬出版，2007 

SPSSによるやさしい統計学／岸学 著,オーム社開発局 企画編集,：オーム社，2012 

SPSSによるやさしいアンケート分析／小木曽道夫 著,オーム社開発局 企画編集,：オーム社，2012 

アット・ザ・ベンチ／Kathy Barker 著 中村 敏一 (訳)：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2005 

履修上の注意事項 

・常に指導教官と密接な連絡をとり、助言・指導を得ながら研究を進めること。  ・毎研究実施日には実施した内容を実験ノートに詳細

に記録すること。  ・実験ノートの記載は、あとから他の人が読み返しても理解できるように記載すること。  ・実験ノートは、卒業まえ

に指導教員に渡すこと。必要があれば、コピーをとること。  ・平成30年12月21日までに卒業研究論文（A4/6枚）をWebClass上で提

出すること。  ・論文の書式は WebClass 上に掲示する。  ・卒業研究発表会における質問を受けて改訂する場合は、平成 31 年 1 月

25日までに青木まで提出すること。  ・研究論文を協力いただいた方に配布すること。 

備考 

青木の連絡先：03－5803－4641 

連絡先 

 kazu.hpha@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

随時（必ず事前に連絡を入れること）2号館2階 217号室(口腔基礎工学分野） 
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時間割番号 023557 

科目名 卒業製作 

担当教員 上條 真吾 

開講時期 後期 対象年次 4 単位数 3 

科目名   ：卒業製作 

時間数   ：135時間 必修3単位 

授業形態  ：実習 

 

主な講義場所 

2号館4階 第2実習室、総合実習室、重合鋳造室、硬質レジン実習室、CAD/CAM実習室、2号館3階CAD/CAM演習室、第3講義

室 

授業の目的、概要等 

各学生が歯科技工物に関するテーマを設定し、これまで習得した知識および技術を応用して、歯科技工を適切に行う能力を養成する。 

授業の到達目標 

1.製作上に必要な情報を取得し、整理する。 

2.症例に応じた設計および補綴デザインを選択する。 

3.歯科技工に関する基本的な知識および技術を確実にする。 

4.歯科技工の基礎技術を応用する能力を身につける。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 備考 
1-2 7/20 09:00-10:50 第３講義

室 
特論Ⅱ（卒業作品）概要 実習内容説明 上條 真吾 SBOｓ 1 

3-8 10/4 09:00-15:50 第２実習

室 
作品テーマの検討 症例検討、情報の収集、製作計画 上條 真吾 SBOｓ 1,2 

9-14 10/5 09:00-15:50 第２実習

室 
作品テーマの検討 製作計画報告、補綴デザイン、設

計 
上條 真吾 SBOｓ 1-4 

15-20 10/11 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

21-26 10/18 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

27-33 10/19 09:00-16:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

34-39 10/25 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

40-42 10/26 09:00-11:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

43-48 11/1 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

49-54 11/2 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

55-60 11/8 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

61-66 11/9 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

67-72 11/15 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

73-78 11/16 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 
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79-84 11/22 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

85-90 11/29 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

91-96 11/30 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

97-

102 
12/6 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

103-

108 
12/7 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

109-

114 
12/13 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

115-

120 
12/14 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習  OH

卒研発表会参加 
製作実習  OH卒研発表会参加 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

121-

126 
12/18 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品製作実習 製作実習 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

127-

132 
12/21 09:00-15:50 第２実習

室 
卒業作品の完成、発表

会パワーポイントの作

成 

作品完成、パワーポイントの作成 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

133-

135 
1/9 09:00-11:50 第１講義

室 
卒業作品発表会 卒業作品発表会 上條 真吾 SBOｓ 1-4 

 

授業方法 

実習 

成績評価の方法 

・提出作品70点、作品発表30点、および出席状況、実習態度を総合的に評価する。 

 

準備学習などについての具体的な指示 

・各自のテーマに必要な知識および技術を十分に理解して製作に臨むこと。 

・製作計画および製作工程に不十分な点がある場合には、各自入念に準備しておくこと。 

・事前に資料の配布、WebClassへのアップロード等があった場合は、予習して授業に臨むこと。 

 

 

連絡先 

s-kamijoh.itoe@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

メールにて面談の日程を調整すること 
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時間割番号 023558 

科目名 口腔保健工学エクスターンシップ 

担当教員 

開講時期 1.5通年(秋) 対象年次 3～4 単位数 1 

海外研修プログラムを履修した学生に、自由選択科目（卒業要件以外）の単位として１単位を認定する。 

成績評価の方法 

それぞれの海外研修プログラムの責任者が、学生の研修内容等を総合的に判定して合否をつけ、口腔保健学科教育委員会において

承認を受けた後、教授会で最終判定を行う。 

単位の取り扱いについては『口腔保健学科口腔保健工学専攻専門科目「口腔保健工学エクスターンシップ」に関する単位認定の取扱

い』を参照のこと。 

準備学習などについての具体的な指示 

外国での生活に支障をきたさないように語学の事前準備を行うこと． 

以下の履修上の注意事項に従うこと． 

試験の受験資格 

○単位認定条件 

１）海外研修奨励制度による研修プログラム

(1) 語学能力(英語)

語学検定における所定の点数の取得（TOEFL500 点以上）、もしくは事前の海外派遣英語準備コース（歯科英語）を履修後に本学オリ

ジナルの語学試験を受けて合格、の２つの中から、どちらかの基準をクリアすること。 

(2) 海外渡航時の注意事項、危機管理に関する研修（講義）の履修 

(3) 研修報告書の提出 

日本語および英語（詳細は別に定める）

(4) 研修報告会における発表 

研修報告会が開催されるときは、研修報告のプレゼンテーションを行う。

(5) 本学および海外の担当教員による学生評価の成績（可以上）

２）その他の海外研修プログラム（口腔保健学科教育委員会が認めたもの）

(1) 語学能力(英語)

語学検定における所定の点数の取得（TOEFL500 点以上）、もしくは事前の海外派遣英語準備コース（歯科英語）を履修後に本学オ

リジナルの語学試験を受けて合格、の２つの中から、どちらかの基準をクリアすること。

(2) 研修特別コースの履修 

研修内容によって、特別に提供されるコースの履修（詳細は別に定める）

(3) 海外における生活上の注意、危機管理に関する研修（講義）の履修 

(4) 研修報告書の提出 

日本語および英語（詳細は別に定める）

(5) 研修報告会における発表 

研修報告会が開催されるときは、研修報告のプレゼンテーションを行う.

(6) 本学および海外の担当教員による学生評価の成績（可以上）

履修上の注意事項 

１．海外研修プログラムを履修した学生に、自由選択科目（卒業要件以外）の単位として１単位を認定する。  ２．単位認定の対象とな

る海外研修プログラムは以下のプログラムとする。各プログラムにおける単位認定条件は別に定める。  １） 大学海外研修奨励制度

（事前研修を含む。）  ２） その他の海外研修プログラム（口腔保健学科教育委員会が認めたもの）  ３．所定のプログラムを終了した

学生に対し、口腔保健学科教育委員会の議を経て、歯学部教授会が単位を認定する。但し、同一年次・年度で認定できる単位は１単位

を上限とする。また、「その他の海外研修プログラム」に該当するプログラムで認定できる単位は、プログラムの内容・年次・年度・回数

に限らず、在学期間を通じて１単位とする。 
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